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議会の主な動き
1日
2日
3日
11日
17日

22日
24日
31日

1日
4日
6日
9日

13日
15日
20日
23日

27日
30日
31日

2日
5日

6日
7日
8日
10日
11日

13日
14日
20日
21日

26日
27日
28日

（日）
（月）
（火）
（水）
（火）

（日）
（火）
（火）

（水）
（土）
（月）
（火）

（月）
（水）
（月）
（木）

（月）
（木）
（金）

（日）
（水）

（木）
（金）
（土）
（月）
（火）

（木）
（金）
（木）
（金）

（水）
（木）
（金）

川辺地域コミュニティセンター落成式
矢谷渓谷キャンプ場オープンセレモニー
議会運営委員会・広報委員会
広報委員会
全員協議会
山鹿市議会防衛議員連盟総会
山鹿市消防団操法大会
広報委員会研修会
百歳到達者表敬訪問

市民福祉常任委員会行政視察（～3日）
菊鹿戦没者追悼式
総務文教常任委員会行政視察（～8日）
「平和を祈念する日」式典
建設経済常任委員会行政視察（～11日）
かもと招魂祭式典
山鹿灯籠まつり（～16日）
熊本県市議会議員研修会
議会運営委員会
知事との意見交換会
岡山県高梁市豪雨災害見舞い
９月定例会開会・全員協議会
百歳到達者表敬訪問

第31回熊本県消防操法大会（山鹿）
質疑・一般質問
広報委員会
質疑・一般質問･委員会付託
建設経済常任委員会
山鹿市敬老表彰式典
市民福祉常任委員会
総務文教常任委員会
山鹿市中体連陸上競技大会
議会運営委員会
９月定例会閉会･全員協議会
議会報告会（鹿北）
百歳到達者表敬訪問
議会報告会（菊鹿）
議会報告会（鹿本）
議会報告会（鹿央）
議会報告会（山鹿）

7月5日
7月6日
7月17日
7月18日
7月30日
8月17日
8月21日

熊本県菊陽町
宮崎県西都市
茨城県鉾田市
青森県三沢市
兵庫県加西市
鹿児島県曽於市
兵庫県豊岡市

編

集
後
記

7
月

8
月

9
月

行政
視察

ようこそ山鹿市へ
空家バンク制度
新庁舎建設
山鹿ブランド戦略推進事業
認知症対策
認知症対策
創業･開業支援、空き店舗対策事業
認知症対策

広
報
委
員

　芋
生

　よ
し
や

菊鹿中学校文化祭全員合唱
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友好都市の豪雨被害見舞う

い
も
う

　酷
暑
と
豪
雨
、
台
風
、
地
震
。

　次
々
と
厳
し
い
自
然
災
害
が
襲
う
夏
で
し
た
。
ど

こ
の
ま
ち
で
も
、
「
想
定
外
」
で
済
ま
さ
れ
な
い
。

対
策
を
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
今
一
度
結
び

な
お
す
時
が
、
来
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　私
た
ち
は
、
議
会
広
報
を
通
じ
て
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
。

そ
う
い
っ
た
思
い
で
こ
れ
か
ら

も
、
伝
わ
る
、
つ
な
が
る
紙
面

づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

※上記内容は予定表ですので、日程等に変更が生じる場合があります。

平成30年第4回　12月定例会のご案内
会 期 日 程 予 定 表

11月29日　開会　本会議　提案理由説明
12月 5 日　　　　本会議　質疑・一般質問
12月 6 日　　　　本会議　質疑・一般質問、委員会付託
12月 7 日　　　　委員会　
12月10日　　　　委員会 
12月11日　　　　委員会 
12月14日　閉会　本会議　委員長報告､討論､採決、閉会

　私たち政治家は、選挙区内の人への年賀状等
｢時候のあいさつ」に制限があります。

　正直なところ議会傍聴とは、
数字ばっかり、難しい語句ば
かり……と思っていました。
でも、議員さん方は市民の方
が困っていることなどをどう
にかして解決できないかと、
執行部の方達にたくさん掛け
合いをされていました。山鹿
をもっと良くしよう、そして
市民の方々の声を届けようと
されている議員さん方の姿を
見て、人の役に立つという事
はどういう事なのかを気づか
せてもらった議会傍聴でした。

　今回、初めて議会傍聴をし
ました。議会、委員会をいく
つか傍聴し、山鹿市の現状に
ついて知ると同時に、議員の
みなさんの山鹿市に対する想
いも伝わってきました。多か
ったのは、小中学校に通う子
供たちについての意見です。
スクールソーシャルワーカー
の設置や人権の問題など、不
登校の生徒が増えている現代
社会において子供たちが住み
やすい環境を作ることを重視
した内容でした。議会傍聴を
通して、山鹿市だけでなく、
日本の社会問題についても身
近に考え、触れることができ
ました。

古田とわさん
（熊本県立大学）

小林優里さん
（熊本学園大学）

　平成30年7月豪雨で甚大な被害を
受けた友好都市である岡山県高梁市
を支援するため、8月27日に、議長
と議会事務局長が高梁市議会を訪問
し、市議会から見舞金をお届けしました。
　被害に遭われた皆様に対し、心よりお見舞いを申し上げ
ます。

議会を傍聴して議会を傍聴して

議会傍聴

お待ちして
います。
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等
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成
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年
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決
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審
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果
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主
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地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

主な議案反対討論
議
案
第
78
号

　
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
各
市
町
村
代
表
選
出
へ
の
変
更
だ
が
、
首
長
の
み
の
選
出
に
な
り
か
ね
ず
、
二
元
代
表

制
の
下
で
執
行
機
関
を
監
視
す
る
役
割
が
果
た
せ
る
の
か
疑
問
。
現
在
の
質
疑
・
一
般
質

問
が
低
調
な
議
会
を
住
民
の
意
見
が
反
映
で
き
る
も
の
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
行
う
べ
き

変
更
で
あ
り
反
対
。

　認
定
第
１
号

　
平
成
29
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
支
出
は
市
民
に
不
必
要
で
危
険
な
仕
組
み
を
続
け
る
こ
と
で
あ
り
、

制
度
維
持
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
は
多
額
で
、
Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
が
利
益
を
得
る
構

図
に
な
っ
て
い
る
。

　
学
校
規
模
適
正
化
事
業
は
、
首
相
の
諮
問
機
関
小
委
員
会
で
さ
え
、
「
学
校
な
く
ば
若

者
来
ず
」
と
統
廃
合
推
進
は
地
方
衰
退
を
招
く
と
指
摘
。
鹿
央
町
住
民
訴
訟
は
、
住
民
に

き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
こ
な
か
っ
た
結
果
で
あ
り
、
住
民
合
意
で
事
業
を
進
め
る
べ
き
で

あ
り
反
対
。

　認
定
第
２
号

　
平
成
29
年
度
山
鹿
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
国
保
税
は
市
民
に
は
、
ま
だ
高
す
ぎ
る
。
一
般
会
計
か
ら
法
定
外
繰
り
入
れ
も
行
い
、

さ
ら
に
引
き
下
げ
る
べ
き
で
、
反
対
。

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告

芋生よしや議員
先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

先進地の取り組み－行政視察より－先進地の取り組み－行政視察より－

行
政
視
察

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

平
成
30
年
8
月
1
日
〜
3
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

平
成
30
年
8
月
６
日
〜
８
日

京
都
府
京
丹
後
市

「
公
共
交
通
施
策
」

　
交
通
弱
者
に
対
す
る
独
自
の
交
通
施

策
と
し
て
、
幹
線
道
路
で
の
路
線
バ
ス
、

鉄
道
が
一
律
２
０
０
円
で
利
用
可
能
。

　
公
共
交
通
の
空
白
地
域
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
運
転
手
が
市
所
有
バ
ス
を
、
運

賃
１
０
０
〜
２
０
０
円
で
予
約
制
隔
日

運
行
の
「
デ
マ
ン
ド
運
行
」
。

　
バ
ス
停
か
ら
離
れ
て
い
る
方
、
運
行

エ
リ
ア
外
ま
で
行
き
た
い
方
の
要
望
に

応
え
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
運
営
で
登
録
し

た
自
家
用
車
を
使
い
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
と
専
用
ア
プ
リ
活
用
の
即
時
配
車
で
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
半
額
で
「
さ
さ
え
あ

い
交
通
」
を
運
用
中
。

「
誰
一
人
置
き
去
り
に
し
な
い
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
」

　
総
合
相
談
窓
口
と
し
て

「
寄
り
添
い
総
合
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
開
設
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、

市
民
相
談
、
多
重
債
務
相

談
・
支
援
室
、
若
者
サ
ポ

ー
ト
、
く
ら
し
と
仕
事
な

ど
の
相
談
対
応
で
複
雑
か

つ
深
刻
化
す
る
前
に
解
決

で
き
る
よ
う
に
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
を
利

用
し
た
支
え
あ
い
・
助
け

合
う
地
域
づ
く
り
実
践
事

業
、
通
所
型
の
「
ひ
ま
わ

り
事
業
」
を
実
施
し
、
社
会
的
孤
立
者

の
減
少
な
ど
に
向
け
た
包
括
支
援
事
業

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
ど
ち
ら
も
、
当
市
で
こ
れ
か
ら
検
討

し
取
り
組
む
課
題
で
あ
る
。

滋
賀
県
野
洲
市

「
廃
棄
物
処
理
施
設
（
野
洲
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
）
」

　
野
洲
市
は
人
口
が
山
鹿
市
と
同
規
模

で
あ
る
。
平
成
28
年
に
運
転
開
始
し
た

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
当
市
建
設
中

の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
と
同
様
の
処

理
方
式
で
、
一
日
当
た
り
の
処
理
能
力

が
43
ｔ
。
民
間
委
託
で
の
管
理
運
営
の

入
札
や
契
約
内
容
の
説
明
を
受
け
た
。

　
管
理
運
営
契
約
期
間
後
、
大
規
模
改

修
工
事
時
期
の
対
応
や
、
事
業
の
評
価

方
法
、
収
集
方
法
、
災
害
時
ご
み
の
対

応
な
ど
今
後
の
市
の
運
営
な
ど
に
参
考

に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

石
川
県
小
松
市

「
日
本
遺
産
認
定
後
の
取
り
組
み
と
活
用
」

　
平
成
28
年
４
月
「
珠
玉
と
歩
む
物
語
」

小
松
で
石
の
文
化
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、

日
本
遺
産
認
定
を
受
け
活
動
中
。
平
成
29

年
「
こ
ま
つ
珠
玉
と
石
の
文
化
」
10
年
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
基
本
理
念･

計
画
に

沿
っ
た
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
。
石

の
文
化
を
保
護
・
継
承
す
る
条
例
の
施
行

な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
実
際
に
市
へ
の
入
込
客
数
の
増
加

な
ど
実
績
も
出
て
い
る
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
日
本
遺
産
認
定
後

の
取
り
組
み
を
早
め
に
行
い
、
構
成
文
化

財
な
ど
の
広
報
に
努
め
活
性
化
に
つ
な
げ

た
い
。

輪
島
市

「
誰
も
が
住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
〜
公
民
館

が
地
域
と
学
校
を
コ―

デ
ィ
ネ
ー
ト
〜
」

　
地
域
の
公
民
館
が
中
心
と
な
り
、
地
域

ぐ
る
み
の
学
校
支
援
推
進
事
業
の
一
つ
の

活
動
と
し
て
、
小
４
〜
小
６
年
生
を
対
象

と
し
た
公
民
館
体
験
合
宿
を
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
は
地
域
協
育
推
進
要
綱
を
策

定
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
達
を
見

守
り
育
む
体
制
を
作
っ
て
い
る
。

　
地
域
に
よ
る
学
校
へ
の
関
わ
り
方
の
具

体
的
な
取
り
組
み
例
と
し
て
参
考
と
な
る
。

い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
も
生
じ
て
き
て
い
る

と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の

必
要
性
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

富
山
県
南
砺
市

「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
の
取
り
組
み
」

　
平
成
16
年
合
併
に
よ
り
南
砺
市
が
誕
生

し
た
と
き
、
合
併
前
の
自
治
体
が
参
加
し

行
わ
れ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
（
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
主
催
）
の
取

り
組
み
を
、
新
市
の
一
体
感
を
よ
り
早
く

育
む
た
め
に
継
続
実
施
。
年
１
回
実
施
さ

れ
る
日
に
あ
わ
せ
実
行
委
員
会
を
組
織
。

開
催
１
ヶ
月
前
か
ら
広
報
等
を
活
用
し
、

全
市
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
活
動
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
数
年
の
参
加
率
は
市
民
の

50
％
程
度
で
推
移
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
地
域
間
で
取
り
組
み
に
向
け
温
度
差
が

あ
る
な
ど
、
運
営
上
難
し
い
面
も
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
多

く
の
市
民
が
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

市
全
体
が
取
り
組
む
こ
と
は
、
活
動
方
法

と
し
て
参
考
に
な
る
。

石川県小松市

野
洲
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

いもう

広報研修　　立　山　大 二 朗

　　　　　昨今は様々な自治体でも議会広報紙のリニ
ューアルが進んでいます。山鹿市議会としても議会広
報紙（やまが市議会だより）の改善に向け、議会広報
委員会メンバーで研修を受講してまいりました。
　全国的なリニューアルの動きとしては
⑴　思い切った紙面の刷新。議会で新しい波が起きて
　いる
⑵　定例会情報の編集。争点を抽出（選択と集中）で
　分かりやすく
⑶　広報活動の拡大。議会報告会・懇談会等を絡める
⑷　広報への住民参加。意見交換・コメント・インタ
　ビュー等
⑸　若い世代とのコラボレーション。表紙・広報の改
　善・政策作り等
⑹　情報公開の拡大。資料・政務活動費・会議出欠状
　況等
⑺　電子広報の拡充。スマートフォンやタブレット端
　末への対応・動画配信等
　以上の7点が挙げられるようです。そこで講師から
先進的な取り組みの紹介と解説が行われました。
　
　また市民の皆様とのより良い関係を築くためのアプ
ローチとして、
⑴　議事公開の広報により、説明責任を果たす
⑵　議会と行政の争点を示し、地域課題を共有する
⑶　議会活動への理解と関心を高める

⑷　住民参加の多様な機会と仕組みを作る
⑸　進んで手に取り、読みたくなる議会だより
⑹　子育て世代、若年世代も共感できる広報へ
　以上6点について集中して学んでまいりました。ほ
かにも、デザインの観点からの読みやすいレイアウト
などについても理解を深めたところです。
　　更に講師から「やまが市議会だより」についての講
評があり、表紙の工夫（高校や小中学校から提供して
いただいた写真の使用、タイトル）、また見出しの分
かりやすさ、議会報告会についての検証の分かりやす
さなどについて評価していただきました。一方で文中
の写真の工夫、特集の充実、市民参画についてのご指
摘もいただきました。議会広報委員会としては今回の
研修で得た学びや講師からご指摘いただいた点などを
検討し、よりよい紙面作りに反映させてまいります。
これからの「やまが市議会だより」にご期待ください。

何をどう変えていくか何をどう変えていくか

議会
広報の

リニュー
アル

議会
広報の

リニュー
アル

議会
広報の

リニュー
アル

7/24㊋

広報研修風景

や 

す

な
ん
と
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寺
崎

　勇
児

横
手

　啓
介

永
田

　紘
二

堀

　
　茂
幸

池
田

　誠
一

吉
本

　政
幸

平
井

　邦
廣

藤
原

　
　豊

芹
川

　正
美

北
原

　昭
三

藤
本

　峰
秀

冨
丸
洋
一
郎

冨
田

　弘
海

服
部

　香
代

有
働

　辰
喜

勢
田

　昭
一

芋
生
よ
し
や

小
川

　榮
二

立
山
大
二
朗

熊本県市議会議員研修会

奈良県生駒市

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告
⑴

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

　
熊
本
市
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本
で
、
市

議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
県
下
か

ら
市
議
会
議
員
３
０
０
人
が
参
加
を
し
た
。

講
師
は
名
越
康
文
氏
（
精
神
科
医
・
相
愛

大
学
、
高
野
山
大
学
客
員
教
授
）
で
、

『
地
域
を
元
気
に
〜
心
が
フ
ッ
と
軽
く
な

る
「
瞬
間
の
心
理
学
」
〜
』
と
い
う
演
題

で
話
を
さ
れ
た
。

　
議
員
と
い
う
も
の
は
、
議
員
一
人
で
何

千
人
・
何
万
人
に
影
響
す
る
仕
事
で
あ
る

か
ら
、
朝
を
大
切
に
し
、
脳
力
を
蘇
ら
せ

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　
そ
の
方
法
の
第
１
点
目
と
し
て
睡
眠
を

十
分
（
７
時
間
以
上
）
取
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
２
０
２
０
年
に
合
わ
せ
て
、
日

本
政
府
は
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
の
導
入
（
２

時
間
繰
り
上
げ
て
仕
事
を
す
る
）
と
言
っ

て
い
る
が
、
世
界
一
睡
眠
時
間
の
少
な
い

日
本
人
に
は
不
向
き
で
あ
る
。
サ
マ
ー
タ

イ
ム
を
実
現
し
て
も
、
日
本
人
の
リ
ズ
ム

が
狂
い
だ
す
。
す
な
わ
ち
２
人
に
１
人
は

鬱
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
社
会
経
済
に

損
失
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
２
点
目
と
し
て
は
、
朝
食
を
し
っ
か

り
と
り
、
深
呼
吸
を
し
て
記
憶
を
蘇
ら
せ

る
朝
活
を
す
る
こ
と
が
有
効
だ
。
朝
を
大

切
に
す
る
こ
と
で
、
機
嫌
よ
く
明
る
く
心

落
ち
着
か
せ
て
運
動
す
る
（
仕
事
す
る
）

こ
と
が
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
地
域
を
元
気
に
す
る
に
は
、

上
に
立
つ
人
（
世
話
役
）
が
元
気
に
笑
顔

で
接
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
に
影
響
し
、

脳
の
活
性
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
、

と
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
家
庭
で
地
域
で
ぜ
ひ
実

践
し
て
い
き
た
い
と
学
ん
だ
研
修
会
で

あ
っ
た
。

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

朝
を
大
切
に
し
、
脳
力
を
蘇
ら
せ
る

勢
　
　田
　
　昭
　
　一

建
設
経
済
常
任
委
員
会

平
成
30
年
８
月
９
日
〜
11
日

奈
良
県
生
駒
市

「
テ
レ
ワ
ー
ク
＆
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
「
イ
コ
マ
ド
」
の
取
り
組
み
」

　

イ
コ
マ
ド
と
い
う
施
設
は
、
生
駒
市
に
お
け

る
駅
前
の
再
開
発
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
た
建

物
が
３
年
前
に
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
整
備
さ
れ

た
施
設
で
あ
る
。

　
生
駒
市
は
住
宅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
お
り
、

大
阪
府
の
企
業
に
勤
め
て
い
る
市
民
も
多
く
、

女
性
の
方
が
出
産
を
機
に
仕
事
を
や
め
ら
れ
た

り
、
ま
た
親
の
介
護
等
で
仕
事
を
や
め
ら
れ
る

方
も
多
く
、
そ
う
い
う
方
々
に
何
と
か
仕
事
を

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
、
仕
事
が
継
続
で
き
る

よ
う
な
施
設
を
設
け
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
や
子
育

て
層
の
女
性
の
就
業
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
支
援
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
誘
致
等
を
図
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普

及
促
進
に
取
り
組
む
ほ
か
、
希
望
の
仕
事
を
み

ず
か
ら
起
業
し
、
子
育
て
と
の
両
立
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
な
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
拠
点
と

し
て
整
備
さ
れ
た
。

　
現
在
の
施
設
稼
働
率
は
約
20
％
で
あ
る
が
、

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
２
０
０
社
以
上
の

企
業
に
営
業
活
動
を
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

国
が
進
め
る
働
き
方
改
革
に
お
い
て
も
テ
レ

ワ
ー
ク
は
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
利
用
者
は
右
肩
上
が
り
に
ふ
え
て
い
る
と

の
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
空
き
ス
ペ
ー
ス
等
を
活
用
し
た

多
様
な
働
き
方
の
創
出
は
、
本
市
に
お
い
て
も

検
討
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、
ま
た
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
働
き
手
の
確
保
等
を
行
う
上
で
、
大
変

参
考
に
な
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

奈
良
県
桜
井
市

「
大
和
さ
く
ら
い
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
」

　
大
和
さ
く
ら
い
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
と
は
、
事

業
者
の
申
請
に
基
づ
き
、
商
品
と
し
て
の
質
、
地

元
へ
の
貢
献
度
や
認
知
度
な
ど
桜
井
ら
し
さ
を
基

準
に
、
一
次
産
品
か
ら
加
工
品
、
あ
る
い
は
サ
ー

ビ
ス
商
品
ま
で
を
審
査
し
、
大
和
さ
く
ら
い
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
認
定
す
る
事
業
で
あ
る
。

　
東
京
都
や
大
阪
府
等
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

大
和
さ
く
ら
い
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
紹
介
、
品
物

の
提
供
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
る
な
ど

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
各
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

へ
の
ブ
ー
ス
出
店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
活
用
し
た

ブ
ラ
ン
ド
品
の
試
食
や
販
売
等
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
認
定
し
て
い
る
も
の
は
全
て

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
返
礼
品
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
効
果
も
あ
り
、
前
年
度

ま
で
約
５
０
０
万
円
だ
っ
た
寄
附
金
は
、
１
年
間

で
７
０
０
０
万
円
ま
で
増
加
し
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
米
を
初
め
と
し
た
全
国
に

誇
れ
る
農
産
物
、
国
指
定
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る

山
鹿
灯
籠
や
八
千
代
座
、
鞠
智
城
な
ど
観
光
資
源

も
多
く
、
こ
れ
ら
の
知
名
度
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

て
い
く
上
で
、
大
変
参
考
に
な
る
取
り
組
み
で

あ
っ
た
。

議案第66号
議案第67号
議案第68号
議案第69号
議案第70号
議案第71号
議案第72号
議案第73号
議案第74号
議案第75号
議案第76号
議案第77号
議案第78号
認定第 1 号
認定第 2 号
認定第 3 号
認定第 4 号
認定第 5 号
認定第 6 号
認定第 7 号
認定第 8 号
認定第 9 号
認定第10号
認定第11号
認定第12号
陳情第 5 号

専決処分の承認を求めることについて（平成30年度山鹿市一般会計補正予算（第2号）

山鹿市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例

山鹿市営住宅条例等の一部を改正する条例

山鹿市カルチャースポーツセンター条例の一部を改正する条例

山鹿市立認定こども園条例
山鹿市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

平成30年度山鹿市一般会計補正予算（第3号）

平成30年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成30年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成30年度山鹿市病院事業会計補正予算（第１号）

財産の取得について
財産の取得について
熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について

平成29年度山鹿市一般会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度山鹿市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度山鹿市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度山鹿市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度山鹿市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度山鹿市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度六郷財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度城北財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度稲田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度山鹿市水道事業会計決算の認定について

平成29年度山鹿市病院事業会計決算の認定について

平成29年度山鹿市下水道事業会計決算の認定について

県中学校駅伝大会の試走費の予算化を求める陳情書

承　認
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
継　続

議案等番号 案　　　　　　　　　　　　件 結　果

平成30年（第3回）9月定例会における審議結果表

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告
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駅
伝
試
走
費

　継
続
審
査
へ

〇
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
工
事
の
概
要
（
旧
岳
間

　
小
学
校
）

　
今
年
の
大
阪
北
部
地
震
で
の
事
故
を
受
け

て
、
管
内
の
学
校
関
係
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改

修
工
事
予
定
地
と
し
て
そ
の
状
況
を
視
察
。

（
控
壁
間
隔
の
法
不
適
合
に
よ
る
）

　〇
県
特
別
支
援
学
校
に
係
る
計
画
（
稲
田
小

　
学
校
）

　
平
成
33
年
４
月
開
校
予
定
の
鹿
本
支
援
学

校
（
仮
称
）
の
施
設
環
境
と
譲
渡
予
定
財
産

の
状
況
を
視
察
。

　〇
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
整
備
事

　
業
進
捗
状
況

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
８
面
）
、
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
野
球
１
面
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
２

面
・
サ
ッ
カ
ー
１
面
な
ど
利
用
可
）
付
帯
設

備
（
駐
車
場
３
５
５
台
・
公
園
灯
・
ト
イ
レ

２
棟
・
ナ
イ
タ
ー
設
備
・
管
理
道
路
）
な
ど

の
整
備
状
況
を
現
地
調
査
。
落
成
式
は
平
成

31
年
２
月
予
定
。

　
◆
付
託
案
件

　
　
議
案
6
件…

承
認
・
可
決

　
　
認
定
１
件…

認
定

　
　
陳
情
１
件…

継
続
審
査

　
◆
主
な
審
査
内
容

　　
山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　
　
　
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
使

　
　
用
料
金
で
、
大
学
生
の
合
宿
な
ど
へ
の

　
　
優
遇
措
置
は
な
い
の
か
。

　　
　
　
今
の
と
こ
ろ
措
置
は
な
い
。
合
宿
誘

　
　
致
促
進
の
た
め
、
今
後
検
討
し
た
い
。

　
山
鹿
市
立
認
定
こ
ど
も
園
条
例

　　
　
　
認
定
こ
ど
も
園
の
ク
ラ
ス
編
成
は
ど

　
　
う
な
る
の
か
。

　　
　
　
幼
稚
園
児
・
保
育
園
児
を
混
合
で
編

　
　
成
し
、
３
歳
児
・
４
歳
児
・
５
歳
児
ク

　
　
ラ
ス
と
し
て
編
成
す
る
。
た
だ
し
、
14

 
 
時
30
分
以
降
は
保
育
園
児
の
み
の
ク
ラ

　
　
ス
と
な
る
。

　　
平
成
30
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　　
　
　
鹿
本
小
学
校
工
事
の
進
捗
状
況
と
児

　
　
童
へ
の
健
康
面
の
配
慮
は

　　
　
　
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
工
事

　
　
期
間
中
の
騒
音
な
ど
学
習
環
境
や
健
康

　
　
面
に
配
慮
し
空
調
設
備
を
設
置
し
て
い

　
　
る
。

　　
県
中
学
校
駅
伝
大
会
の
試
走
費
の
予
算
化

　
を
求
め
る
陳
情
書

　　
　
　
駅
伝
試
走
で
交
通
費
以
外
の
経
費
は
。

　　
　
　
宿
泊
費
及
び
生
徒
用
の
軽
食
代
な
ど

　
　
　
が
あ
る
。

　　
　
　
試
走
中
に
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、
補

　
　
償
の
対
象
に
な
る
か
。

　　
　
　
試
走
は
大
会
本
番
と
違
い
、
車
両
が

　
　
行
き
交
う
道
路
を
使
用
す
る
こ
と
に
な

　
　
る
の
で
、
歩
道
を
走
る
こ
と
や
、
タ
イ

　
　
ム
計
測
目
的
の
伴
走
禁
止
な
ど
、
交
通

　
　
事
故
防
止
を
目
的
と
し
た
安
全
確
保
を

　
　
大
会
主
催
者
が
求
め
て
い
る
。
教
育
委

　
　
員
会
と
し
て
は
、
試
走
は
あ
く
ま
で
も

　
　
練
習
の
一
環
と
見
て
お
り
、
中
学
校
部

　
　
活
動
練
習
中
の
事
故
と
し
て
補
償
の
対

　
　
象
に
な
る
。

　
　
　
試
走
時
の
事
故
防
止
の
た
め
警
備
員

　
　
を
独
自
に
配
置
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
。

　
　
ま
た
、
事
故
が
あ
っ
た
と
き
の
責
任
の

　
　
所
在
は
。

　
　
　
独
自
に
配
置
し
た
実
例
は
な
い
。
ま

　
　
た
、
大
会
主
催
者
は
試
走
中
の
事
故
防

　
　
止
を
各
学
校
に
求
め
て
お
り
、
あ
く
ま

　
　
で
も
各
学
校
の
責
任
で
試
走
を
行
う
こ

　
　
と
に
な
る
。

　
　
　
試
走
に
対
す
る
補
助
は
な
い
と
し
て
、

　
　
実
際
の
大
会
時
の
宿
泊
費
等
へ
の
補
助

　
　
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
本
定
例
会
で
も
遠
征
費
補
助
の
補
正

　
　
を
提
案
し
て
い
る
よ
う
に
、
補
助
予
算

　
　
で
負
担
す
る
。

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告
⑴

質問

答弁

永田 紘二　議員

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
⑸

スクールソーシャルワーカー配置事業

①採用数と勤務状況、近年の相談件数は
②配置の状況と現状、今後の人材確保や活用
　の展望は

首席教育審議員

質問

答弁

創業・開業支援空き店舗対策事業

①事業概要、相談件数及び認定件数と、その
　具体的な内訳は
②課題と取り組み、物件確保の支援策は
③周知方法など今後の取り組みは

経済部長

質問

答弁

立山大二朗　議員

国民健康保険税

教育委員会の事業

①平成30年度国民健康保険税の引き下げ要因
　は何か。
②検診事業等に関する評価はあるのか
③法定外繰り入れは無くなると聞いた。今後
　の山鹿市国民健康保険財政運営の見通しは
　どうか

福祉部次長

質問

答弁

　鹿本小学校の施設整備の内容と現在までの
計画の経過は

教育部長

カルチャースポーツセンター整備事業
　　（テニスコート、多目的グラウンド）鹿本小学校鳥瞰図

旧岳間小学校ブロック塀

①いじめや不登校をはじめ、現在の教育課題は学校だ
　けでは解決が難しい事案が増えており、今後もスク
　ールソーシャルワーカーの活用が増えると予想され
　る。本市では平成23年に配置を開始、現在3人が勤
　務。平成28年度102人、平成29年度132人、本年
　度も既に61名の児童生徒に対応。学校や関係機関
　と課題解決のために話し合うケース会議でも具体的
　な助言をしている。
②１人を学校常勤とし、児童・保護者・教職員の相談に
　対応し、指導・助言を行っている。昨年度から人材
　育成の視点で大学生を実習生として受け入れている。

①市内の空き店舗を利用して開業する方に、小売業・
　飲食業では5分の4の家賃補助と大幅に補助率を拡
　大し、開業支援を行っている。今年5月には、山鹿
　商工会議所、山鹿市商工会及び山鹿市の三者により
　「山鹿市にぎわい創出協議会」を創設し、連携して
　取り組んでいる。8月末時点で相談100件（約半数
　は市外から）。これまで4回の審査会を開催し、計
　9件を認定（交付決定額6,073,000円）。
②提供可能な物件の確保が課題。不動産業者等から情
　報を収集するとともに、商工会議所が平成25年度
　に実施した中心市街地の空き地空き店舗調査を基に
　した確認作業等を通して、物件の把握・整理に努め
　ている。
③物件の速やかな把握・整理や制度周知を継続しつつ、
　熊本や福岡など都市圏に対しても誘致活動を展開す
　る。

①本年 4月の制度改革により県が国保運営に参画し、
　財政運営の責任主体となり、県は事業費納付金を市
　町村から集めて財政運営を行うことになった。この
　事業費納付金の算定において、急激な保険税の上昇
　を抑制するために国の財政支援が拡充され、事業費
　納付金の基礎額が引き下げられた。また、本市は比
　較的所得水準が低く、国民健康保険税の引き下げが
　可能となった。
②特定健診・保健指導のほかに、給付の適正化や後発
　性医薬品の使用促進等に対しての評価として保険者
　努力支援交付金がある。

③赤字解消のため法定外繰入金が行えないことはない
　が、活用は非常に困難になる。今後は保険者努力支
　援交付金等の確保に力を入れ、国民健康保険税の引
　き上げ抑制に努めていく。

　現在、第1期工事（約14億5千万円）として建てか
え校舎の建築を行っている。今後は、第2期工事（約
6億円）として外構整備を含めた体育館建築等，更に
第3期工事（約9千万円）として既存校舎の改修を予
定している。
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は
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※
委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、

　広
報
委
員
会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

9/11
開催 総

務
文
教
常
任
委
員
会

◎
寺
崎
　勇
児
　○
冨
丸
洋
一
郎

　池
田
　誠
一
　
　吉
本
　政
幸

　藤
本
　峰
秀
　
　勢
田
　昭
一

　小
川
　榮
二

　
現
地
調
査

問問

問問問

問質

答答

答答答

答 答

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告

ながた　こうじ

たてやま  だいじろう



1052018.11 2018.11

山
鹿
市
環
境
セ
ン
タ
ー
始
動
に
向
け
て

　
　
　
地
域
公
共
交
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内

　
　
容
と
維
持
へ
の
取
り
組
み
は
。

　　
　
　
交
通
行
路
、
地
域
交
通
利
用
状
況
、

　
　
維
持
へ
の
協
力
意
向
な
ど
。

　
　
　
昨
年
12
月
関
係
部
で
交
通
弱
者
対
策

　
　
合
同
会
議
開
催
。
今
年
７
月
関
係
部
長

　
　
に
よ
る
公
共
交
通
の
会
議
開
催
。
今
後

　
　
も
関
係
部
署
と
連
携
、
情
報
共
有
化
を

　
　
図
り
、
交
通
弱
者
対
策
会
議
を
開
催
す

　
　
る
。

　　
　
　
介
護
支
援
と
は
別
な
と
こ
ろ
で
公
共

　
　
交
通
の
検
討
を
し
て
い
く
の
か
。

　　
　
　
介
護
福
祉
制
度
の
中
で
、
で
き
る
こ

　
　
と
は
対
応
す
る
。
そ
こ
か
ら
漏
れ
る
方

　
　
は
、
広
く
一
般
財
源
活
用
の
制
度
や
地

　
　
域
公
共
交
通
の
活
用
な
ど
整
理
検
討
し
、

　
　
分
か
り
易
く
周
知
す
る
。

　平
成
29
年
度
山
鹿
市
病
院
事
業
会
計
決
算

　の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
医
業
収
益
約
32
億
８
千
万
円
に
医
業

　
　
費
用
約
35
億
円
。
差
額
２
億
２
千
万
円
、

　
　
年
々
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
法
定
内
繰
り
入
れ
に
よ
り
黒
字
決
算

　
　
だ
が
、
現
金
残
高
も
減
り
経
営
は
大
変

　
　
厳
し
い
状
況
。
今
後
の
経
営
計
画
は
。

　　
　
　
平
成
30
年
４
月
に
診
療
報
酬
改
定
が

　
　
あ
り
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

　
　
医
師
の
安
定
的
な
確
保
、
最
適
な
看
護

　
　
体
制
や
患
者
の
確
保
（
受
入
れ
）
に
努

　
　
め
て
い
る
。

　
◆
付
託
案
件

　
　
議
案
７
件…

可
決

　
　
認
定
５
件…

認
定

　　
◆
主
な
審
査
内
容

　
山
鹿
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

　
　
　
引
越
し
、
大
掃
除
な
ど
大
量
に
排
出

　
　
す
る
場
合
に
無
料
だ
っ
た
自
己
搬
入
焼

　
　
却
ご
み
を
有
料
に
す
る
の
は
何
故
か
。

　
　
　
近
隣
自
治
体
の
料
金
は
ど
う
か
。

　　
　
　
ご
み
の
排
出
抑
制
と
排
出
量
に
応
じ

　
　
た
負
担
の
公
平
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

　
　
に
、
一
般
家
庭
の
自
己
搬
入
ご
み
10
㎏

　
　
ご
と
に
１
５
０
円
と
す
る
。

　
　
　
熊
本
市
、
有
明
広
域
行
政
が
10
㎏
ご

　
　
と
に
１
５
０
円
。菊
池
市
が
、40
㎏
ま
で

　
　
無
料
、40
〜
50
㎏
２
７
０
円
、
10
㎏
ご

　
　
と
に
54
円
。

　　
　
　
高
齢
者
、
要
介
護
者
な
ど
に
対
し
て
、

　
　
減
免
制
度
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
自
治
会
の
作
業
ご
み
や
罹
災
証
明
ご

　
　
み
は
減
免
の
対
象
と
な
る
が
、
高
齢
者

　
　
や
要
介
護
者
に
つ
い
て
は
「
戸
別
収
集

　
　
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
が
あ
る
の
で
相

　
　
談
し
て
ほ
し
い
。

　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　　
　
　
購
入
す
る
焼
却
灰
等
搬
出
天
蓋
付
20

 
 
ｔ
ダ
ン
プ
は
ど
れ
く
ら
い
の
焼
却
灰
の

　
　
輸
送
を
予
測
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
一
日
４
ｔ
程
度
で
、
一
日
置
き
に
広

　
　
域
最
終
処
分
場
に
運
ぶ
。
20
ｔ
は
車
の

　
　
総
重
量
で
あ
り
、
10
ｔ
の
積
載
車
と
い

　
　
う
こ
と
。

　　
平
成
29
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
中
所
管
）

　　
　
　
平
成
27
年
度
か
ら
生
活
保
護
世
帯
が
、

　
　
大
き
く
減
少
し
た
の
は
。

　
　
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
を
導
入

　
　
し
、
就
労
支
援
、
家
計
相
談
な
ど
を
行

　
　
い
困
窮
要
因
の
解
消
に
至
っ
た
た
め
。

　
　
　
生
活
困
窮
者
と
は

　
　
　
就
労
が
で
き
ず
収
入
が
少
な
い
方
。

　
　
高
齢
者
で
年
金
世
帯
。
引
き
こ
も
り
、

　
　
ひ
と
り
親
な
ど
様
々
な
要
因
で
生
活
上

　
　
困
っ
て
い
る
方
。

　
　
　
臨
時
福
祉
給
付
金
は
低
所
得
者
救
済

　
　
の
は
ず
だ
が
、
辞
退
者
（
68
人
）
や
、

　
　
未
申
請
者
（
１
，
３
０
６
人
）
が
あ
る
。

　
　
周
知
徹
底
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
原
則
、
申
請
主
義
給
付
金
。
申
請
期

　
　
間
は
５
月
か
ら
８
月
ま
で
で
、
政
府
も

　
　
Ｔ
Ｖ
で
周
知
し
、
市
も
該
当
者
に
７
月

　
　
末
ま
で
再
告
知
し
た
が
、
申
請
が
な
か

　
　
っ
た
も
の
。

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告
⑵

質問

答弁

有働 辰喜　議員

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
⑷

学校規模適正化事業
　平成32年4月開校予定の鹿本小学校までを
含めた、山鹿小学校、鹿北小学校、菊鹿小学校、
めのだけ小学校の統合に要した費用はいくら
か、またその財源内訳はどうなっているか。

　鹿本小学校の支出予定を含め79億9700万円。財源
内訳は国庫補助金21億9400万円。市債52億8000万
円（合併特例債：29億7200万円、緊急防災・減災事
業債：21億500万円)。一般財源5億2300万円。

質問

答弁

公立保育園民営化
　鹿央保育園の民営化に際し、現在地付近に
残すことと、希望する職員の採用を条件にで
きるか。また新設の幼保連携型認定子ども園
の職員に必要な資格は何か。

　条件付けは可能である。職員資格は「幼稚園教諭」
と「保育士」の両方が必要。

質問

答弁

　平成31年4月までにすべての統合事業を完了
する計画が達成できず、目標の小規模校の教
育環境の改善が遅れ、事業費増加となってい
る。遅れの原因と責任はどこにあると思うか。

　教育委員会の力不足で、PTAや地域住民の方への
説明に時間を要した事と考える。

質問

支援学校誘致
　稲田小学校決定の要因と県への譲渡方法及
び、今後、市の財政負担があるのか。

　市が県に提供した廃校予定地一覧から、防災面や平
坦地等の条件で県が選定した。施設は無償譲渡とし、
今後県から周辺整備の要望があれば協力したい。

答弁

質問

山鹿市農業振興地域整備促進協議会
　平成27年度に年2回である協議会が3回開催
された事実はあるか、またその理由はなにか。

　事実である。必要があれば開催できるとした協議会
規定により開催した。

答弁

質問

スクールバス運行

　山鹿中学校・鶴城中学校統合に伴うスクー
ルバスの入札方法と時期はどう考えているか。

　選定方式は「プロポ－ザル方式」とし、今年度内の
選定に向け作業中。

答弁

質問

答弁 答弁

小川 榮二　議員

有害鳥獣被害に対する取り組み
①有害鳥獣による農作物の被害状況と捕獲頭
　数の状況は
②被害対策の経過と現状は
③今後の対策及び箱罠にＩＣＴシステム活用
　等の新たな取り組みは

質問

猟友会の支援
①猟友会の組織・活動内容・会員数の状況及
　び猟友会に対する市の関わりは
②有害鳥獣捕獲を促進するための猟友会の活
　動支援は

経済部長

教育部長

教育部長

教育部長

教育部長

教育部長

経済部長

経済部長

先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告
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平
井
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廣

　芹
川
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原
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三

　有
働
　辰
喜
　
　芋
生
よ
し
や

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

①猟友会の組織は、山鹿地区に3分会、鹿北・菊鹿・
　鹿本・鹿央の4分会の計7分会で組織されている。
　会員数は現在149名で、ほぼ横ばいで推移している。
　市民からの被害報告を受け、猟友会に捕獲をお願い
　している。また、会員を対象とした事故防止及び技
　術向上研修会を開催し、安全で確実な捕獲に努めて
　いただいている。
②入会者の新規免許取得費の補助（一人１0000円）
　や箱罠購入補助、また捕獲事業ではイノシシ・シカ
　１頭7000円、カラス類１羽1000円を助成している。
　若者の免許取得の推進を図りながら、事務処理の負
　担軽減に向けた調整を進め、猟友会の捕獲体制の充
　実、組織の強化を支援していく。

①平成29年度の被害面積54.24ha、被害額1471万円、
　捕獲頭数イノシシ1572頭、シカ56頭、鳥類915羽、
　その他70頭となっている。
②平成22年度からワイヤーメッシュ防護柵の導入に対
　する支援を行っている。実績として総延長513㎞、
　受益戸数・延べ3353戸、受益面積953haとなって
　いる。平成17年以降電気柵の設置に対する支援を行
　っており、申請件数は1833件となっている。
③鳥獣の「えさ場」や「ひそみ場」をなくす生息環境
　整備、被害対策に取り組む地区や住民組織を支援す
　る県の「え(餌)づけSTOP！鳥獣被害対策事業」に
　も取り組んでいく。「ICT技術」を導入した新たな
　取り組みについては、活動している先進事例につい
　て図っていく。

おがわ　 えいじ

うどう　  たつき

建設が進む山鹿市環境センター全景

問問 答

答問問 答 問答答

問

問

答

問答 答問答

市
政
の
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が
聞
き
た
い
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質問

答弁

勢田 昭一　議員

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
⑶

少子高齢化と人口減少に伴う現状把握と
今後の各種対策

　人口減少の実態、合併時と現在の人口（旧1
市4町）の推移とその減少の要因は何か

総務部長
　旧山鹿市・鹿北町・菊鹿町・鹿本町・鹿央町別の合併時
と現在の人口推移については、下表の通り（住民基本台
帳を基に算出）。
　人口減少の要因は、どの地域においても、出生数の減
少、若者の転出、高齢化が進んでいることを示している。
また現山鹿市の総人口を地域ごとの割合で見ると、旧
山鹿市、続いて旧鹿本町の２地域だけが合併時に比べ
分布比率が上昇している。これは、山鹿市民医療センタ
ーなどの病院や、高校など、都市機能の充実が図られて

質問

答弁

　県立高校との災害時の協定の進捗状況について

総務部長
　平成28年度の熊本地震の経験を踏まえ、「学校施設
は、災害時には避難所となりうる」という課題認識のも
と、全国で初めて、熊本県内すべての県立学校において
｢防災型コミュニティ・スクール｣の取り組みが行われて
いる。本市も市内の3つの県立高校それぞれに、学校関
係者、住民代表、保護者代表、警察・消防・行政関係者等
からなる学校運営協議会が設置され、協定の協議が行
われている。

質問

答弁

　若者の新鮮な発想と視点を発表する場づくりと、
これからのふるさとを担う中学生・高校生たちに
期待するものは

市長
　若い世代には「柔軟な考え」「思いもよらない発想」
「大人にはない視点」「ずば抜けた行動力」があり、若者
に活気があれば山鹿市全体が活性化され、住み良いま
ちづくりや人口減少問題解消への足掛かりになると期
待している。
　そうした意味で中学生・高校生の貴重な意見や提案
は、行政へのいい刺激剤になると考えている。
　ご意見等がすべて市政に反映できるわけではないが、
政策の企画立案過程において、十分参考にさせていた
だきたい。あえて発言の場を設けることは考えていな
いが、若者の提案を市政へどんどん言って頂きたい。
　※上記以外に、自主防災組織について質問。

芋生よしや　議員

いる区域に人口が集中しやすいという傾向が、現山鹿
市内の状況にも当てはまると推測される。

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告
⑶

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

質問

答弁 質問

答弁

安心安全なまちづくり

生活保護①防災情報の速やかな伝達のための取り組みは

①制度改定の影響やプライバシー保護や人権に配
　慮した相談体制は
②保護世帯への熱中症対策のエアコン設置状況は

①改定による厚労省試算では、山鹿市は、増額となる
　世帯が多い。相談時の丁寧な対応や研修による人権
　意識向上などに努めている。
②対象9世帯中、8世帯が設置済み。

総務部長

質問

答弁

②7月豪雨時に、岩野川沿いの地域に避難勧告
　が出された。河川の整備・改修を求めてい
　くべきではないか
③地域における安全対策として、危険なブロッ
　ク塀撤去などに助成を行うことはできないか

建設部長

福祉部長

質問

答弁

市職員の長時間労働
3月質問以後、対策が取られたのか

　労務管理の厳格化について周知し、時間外労働が減
少した。
　※上記以外に、サイクリングターミナル活用のその
　　後について質問。

総務部長

先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

9/7
開催

◎
永
田
　紘
二
　○
冨
田
　弘
海

　横
手
　啓
介
　
　堀
　
　茂
幸

　藤
原
　
　豊
　
　立
山
大
二
朗

建
設
経
済
常
任
委
員
会

旧市町

合併時
平成17年 3月

現　在
平成30年 3月 減　少

①市内全域をカバーする防災無線だが、旧山鹿・鹿本
　はアナログ方式であるため、デジタル化による再整
　備を検討している。また、テレビ電波を使用するデ
　タポンやインターネット回線を使用するやまがメイ
　トは、防災無線の補完的な情報手段として有効であ
　る。市は特に地域情報も配信できるやまがメイトの
　登録を推進している。

②流域8市町で国交省に要望し、市からも県に岩野川
　など河川内の掘削要望を行っている。

③地震に強い、安心・安全な
　まちづくり促進に向け、危
　険ブロック塀の除去費用の
　一部補助支援制度を検討し
　ている。

３２，６３４人
５，３０２人
７，６７９人
８，７９３人
５，３７７人
５９，７８５人

３０，１０６人
３，９５４人
６．０９３人
８，０５３人
４，４６４人
５２，６７０人

２，５２８人
１，３４８人
１，５８６人
７４０人
９１３人

７，１１５人

山鹿市
鹿北町
菊鹿町
鹿本町
鹿央町
全　体

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告

　
◆
付
託
案
件

　
　
議
案
３
件…

承
認
・
可
決

　
　
認
定
８
件…

認
定

　　
◆
主
な
審
査
内
容

　　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
　

　
て（
平
成
30
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予

　
算（
第
2
号
））中
所
管

　
　
　
　
　
現
年
発
生
公
園
施
設
災
害
復
旧
費
の
応

　
　
急
対
策
費
の
内
訳
は
。

　　
　
　
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
る
、
日
輪
寺
公
園

　
　
や
鹿
校
通
り
公
園
等
３
箇
所
の
土
砂
・
倒

　
　
木
の
撤
去
に
関
わ
る
機
械
借
り
上
げ
を
行

　
　
っ
た
費
用
が
50
万
円
。

　　
平
成
30
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
中
所
管

　　
　
　
く
ま
も
と
土
地
利
用
型
農
業
競
争
力
強

　
　
化
支
援
事
業
の
補
助
率
は
。

　　
　
　
概
ね
１
０
０
ha
の
集
積
可
能
な
大
規
模

　
　
法
人
向
け
の
、コ
ン
バ
イ
ン
や
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ

　
　
ラ
ー
等
の
導
入
に
関
す
る
も
の
で
、２
分
の

　
　
１
の
補
助
率
と
な
って
い
る
。

　　
　
　
公
営
住
宅
に
つ
い
て
、
山
鹿
ビ
ル
の
現

　
　
状
と
今
後
は
。

　　
　
　
６
月
29
日
に
区
分
所
有
者
向
け
説
明
会

　
　
を
実
施
。
１
階
の
区
分
所
有
財
産
の
評
価

　
　
額
が
わ
か
り
次
第
、本
年
度
中
に
協
議
を
行

　
　
い
、解
体
に
向
け
た
合
意
形
成
を
行
い
た
い
。

　　
　
　
現
年
発
生
公
園
施
設
の
災
害
復
旧
費
用

　
　
２
５
０
万
円
の
詳
細
は
。

　　
　
　
日
輪
寺
か
ら
市
が
借
用
し
て
い
る
都
市

　
　
公
園
、
日
輪
寺
公
園
の
幅
10
メ
ー
ト
ル
・

　
　
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
法
面
崩
壊

　
　
し
た
部
分
の
復
旧
費
用
。

　　
　
　
豊
前
街
道
歴
史
的
ま
ち
な
み
再
生
事
業
、

　
　
補
正
予
算
の
内
訳
と
詳
細
は
。

　　
　
　
本
年
６
月
ま
で
に
17
件
の
相
談
と
３
件

　
　
の
事
前
申
請
が
あ
り
、
す
べ
て
認
定
。
１

　
　
件
分
の
５
０
０
万
円
は
当
初
予
算
で
、
残

　
　
り
２
件
分
と
新
た
な
申
請
分
２
件
分
を
補

　
　
正
予
算
で
対
応
す
る
。
具
体
的
に
は
、
さ

　　
　
く
ら
湯
周
辺
で
の
開
業
を
支
援
し
、
一
般

　
　
飲
食
店
が
３
件
、
そ
の
う
ち
１
件
が
宿
泊

　
　
業
（
民
泊
を
予
定
）
を
兼
ね
る
計
画
。

　　
平
成
29
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

　
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
中
所
管
）

　　
　
　
農
産
物
販
売
促
進
・
６
次
産
業
化
支
援

　
　
事
業
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
相
談
が
あ
る
か
。

　
　
ま
た
学
校
給
食
へ
の
地
元
食
材
活
用
の
支

　
　
援
の
形
は
。

　　
　
　
相
談
は
年
間
20
件
程
度
。
学
校
給
食
に

　
　
お
け
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
、
県
の

　
　
補
助
事
業
を
活
用
し
、
地
産
地
消
の
割
合

　
　
を
調
査
し
た
結
果
、
全
品
目
の
約
50
％
、

　
　
加
工
品
を
除
く
と
約
60
％
で
あ
る
。
米
は

　
　
１
０
０
％
地
元
産
。
市
内
の
物
産
館
か
ら

　
　
野
菜
を
提
供
し
、
栄
養
士
が
給
食
メ
ニ
ュ

　
　
ー
を
作
成
し
た
。

　
　
　
企
業
誘
致
対
策
事
業
の
執
行
率
が
65
・

　
　
５
％
と
予
算
残
額
の
主
な
理
由
は
。

　　
　
　
熊
本
地
震
の
影
響
で
企
業
の
創
業
開
始

　
　
が
先
送
り
さ
れ
雇
用
時
期
が
遅
れ
た
こ
と

　
　
と
、
見
込
ま
れ
て
い
た
市
内
在
住
の
雇
用

　
　
者
が
当
初
の
計
画
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と

　
　
か
ら
、企
業
に
支
給
す
る「
雇
用
奨
励
金
」

　
　
の
未
払
い
が
生
じ
た
た
め
。

　
　
　
さ
く
ら
湯
北
側
玄
関
の
開
放
実
績
と
龍

　
　
の
湯
の
今
後
の
活
用
は
。

　　
　
　
北
側
玄
関
は
、
土
日
祝
日
及
び
イ
ベ
ン

　
　
ト
開
催
時
に
１
２
０
日
程
度
開
放
し
２
３

　
　
０
０
人
を
超
え
る
利
用
が
あ
っ
た
。
さ
く

　
　
ら
湯
も
開
湯
か
ら
６
年
目
と
な
り
、
龍
の

　
　
湯
を
は
じ
め
、
２
階
の
温
泉
資
料
室
や
西

　
　
側
の
休
憩
室
の
利
活
用
に
つ
い
て
改
め
て

　
　
考
え
る
時
期
に
き
て
い
る
。
商
工
会
議
所
、

　
　
商
工
会
及
び
市
で
発
足
し
た
「
に
ぎ
わ
い

　
　
創
出
協
議
会
」
で
も
既
に
議
題
と
し
て
取

　
　
り
上
げ
、
具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て

　
　
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
灯
籠
ま
つ
り
の
磨
き
上
げ
に
対
す
る
検

　
　
証
は
。

　　
　
　
灯
籠
ま
つ
り
の
磨
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、

　
　
山
本
寛
斎
事
務
所
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

　
　
含
め
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に
ま
つ
り
関

　
　
係
者
で
３
年
を
か
け
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

　
　
そ
の
結
果
、
今
年
は
ひ
と
つ
の
完
成
型
と

　
　
し
て
、
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
直
し
、
千

　
　
人
灯
籠
踊
り
の
一
部
制
へ
の
移
行
に
よ
り

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
感
が
醸
成
さ
れ
、
１
週
間
程

　
　
度
で
チ
ケ
ッ
ト
が
完
売
し
、
ま
た
踊
り
手

　
　
の
負
担
も
減
り
、
上
り
灯
籠
の
ク
ロ
ー
ズ

　
　
ア
ッ
プ
な
ど
を
軸
に
開
催
さ
れ
た
。
磨
き

　
　
上
げ
の
検
証
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
や
大

　
　
宮
神
社
な
ど
関
係
団
体
か
ら
意
見
集
約
を

　
　
は
じ
め
、
踊
り
手
や
観
光
客
を
対
象
に
実

　
　
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
集
計
す
る
な

　
　
ど
、
11
月
末
に
は
取
り
ま
と
め
る
。

　　
　
　
菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
へ
の
サ
イ
ン
整
備
は
。

　　
　
　
11
月
の
開
業
に
向
け
、
今
年
度
は
９
箇

　
　
所
に
菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
標
示
の
車
両
系
誘

　
　
導
サ
イ
ン
を
整
備
し
て
い
る
。

　　
　
　
新
シ
ル
ク
蚕
業
構
想
推
進
事
業
の
現
状

　
　
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

　　
　
　
工
場
は
毎
月
２
５
０
㎏
の
繭
を
生
産
、

　
　
飼
養
頭
数
は
30
万
頭
、
品
質
の
向
上
と
生

　
　
産
体
制
の
確
立
が
喫
緊
の
課
題
。
化
粧
品
、

　
　
石
け
ん
な
ど
の
原
材
料
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
将
来
的
に
は
年
間
50
ト
ン
の
生
産
体
制
と

　
　
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
地
調
査

菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
内
田
地
区
）

　
11
月
開
業
の
菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
工
場
を
視

察
。
効
率
的
な
生
産
と
衛
生
面
に
配
慮
さ
れ
た

醸
造
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
他
、
ワ
イ
ン
シ
ョ

ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

市
道
大
河
内
線
災
害
現
場
（
小
坂
）

　
７
月
の
集
中
豪
雨
で
被
災
し
た
道
路
を
調
査
。

道
路
表
面
水
に
よ
る
路
肩
浸
食
を
確
認
。

菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
11
月
10
日
開
業
！（岩野川チブサン橋付近表示）➡

問問問 答答答

問問 答答問答

問答問答問答

問答問答

せい だ　しょういち

いもう
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質疑

答弁

北原 昭三　議員

質問

答弁
冨田 弘海　議員

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
⑴

菊鹿小学校通学路の安全対策

　県道歩道設置の進捗状況と市道横枕下永野
線の歩道整備の見込みは

教育部長
　県道のあんずの丘入口から竜口橋手前までが間もな
く着工し、今後も年度計画で整備が進む予定。市道横
枕下永野線は拡幅が厳しい状況にあるため、路肩の着
色や標識の設置を進めていく。

質問

答弁

旧城北小学校校舎の取り扱い

　校舎の解体も含めた取り扱い時期等の考え
や跡地の利活用の方向性は

教育部長

　具体的な校舎施設の利用が見込めないようであれば、
解体に向けて準備を進める。解体し、更地となった場
合、再度地域や民間での活用について検討を行い、地
域の意見を伺いながら進めていく。

質問

答弁

人口減少化における中学校の部活動は

　運動部活動の再編を含めた今後の方針は

教育長

　生徒数減少による部活動の存続、競技力の低下等を
ご心配いただきありがたい。市は運動部活動を学校教
育の一環として、人間形成を行うための大事な場と捉
え、生きる力を育み、豊かな人間性と健全な心と体を
培う取り組みに重点を置くようにしている。各学校に
おける部活動の再編等は、最終的には校長の権限であ
るが、地域から応援されるそんな魅力的な部活動をひ
とつでも多く増やせるよう取り組んでいく。

服部 香代　議員 総務部長

質疑

答弁 総務部長

質疑

答弁 総務部長

質疑

答弁 教育部長

中学校部活動の様子

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
⑵

こちらの
QRコードからご覧いただけます。

インターネット録画配信をご覧いただけます。
山鹿市
ホームページ

市議会
一覧

定例会の
様子

の順にクリックしてください。

➡ ➡

市政のここが聞きたい！市政のここが聞きたい！市政のここが聞きたい！

災害支援対策（被災者支援システムの導入）

公用車へのドライブレコーダ設置

統合後の校舎並びに体育館の利活用等について

　昨年9月議会で導入の必要性を訴えている。
導入についての考えを伺う。

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

常
任
委
員
会
審
査
と
報
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質問

答弁

質問

答弁

特別支援教育の充実

地域包括ケアシステムの構築

　特別支援学級の児童や通常学級で支援を必
要としている児童は増加している。十分な支
援をするために支援員の増員が必要ではない
か。また不足している教室はどう解消するの
か。

　現状を鑑み一人一人の教育的ニーズに応じた支援が
確実に行われるよう、適切な配置を進めていく。教室
の増設は整備に着手しており早期に実施していく。

　地域包括ケアシステム構築に向けた取り組
みの状況を問う。

　山鹿市の目指すシステムは「多機関の協働による全
世代・全対象型の包括相談支援体制」で、体制づくり
の準備をしている。また「地域共生社会」を実現する
ため、生活支援コーディネーターを配置したり、地域
ケア会議の開催など地域と行政が一体となった取り組
みを進めている。

首席教育審議員

福祉部長

福祉部長

市長首席教育審議員

質問

答弁

　特別支援学級では複式授業が行われている。
個々の課題に取り組んだり、障がいの特性か
らタブレット活用は有効だと思うが導入の予
定はあるか。

　教育的効果の情報収集をし、試験的な導入に向けた
研究を進めていく。

質問

答弁

　介護予防拠点等を日常生活圏域毎に整備さ
れているが相対的な高齢者の減少や介護人材
不足も考慮すると新たな整備は不必要ではな
いか。
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　認知症高齢者は今後も増加が予想され、在宅生活を
支える上で必要である。見直しの必要性はないと考え
ている。

質問

答弁

　福祉行政の方向性とビジョンを問う。

　地域福祉の将来像は「人と人が繋がり合い、全ての
市民が互いを尊重し合い住み慣れた地で自己実現を果
たし、安心して生活ができるまち、また市民が互いに
支え合い、心と体の健康づくりの輪が広がるまち」で
ある。

　システムの導入については、本年度当初予算に計上
し、本市の住民基本台帳等の総合行政システムを提供
している業者と業務委託契約を結び、現在10月からの
稼働に向け、システム開発を行っている。

※ 上記以外に、子どもの人権（学校でのいじめ・児童虐
　 待防止など）、市営住宅の連帯保証人制度並びに使用
　 料滞納額の状況について質問。
※ LGBTとは、Lがレズビアン（女性同性愛者）・Gが
　 ゲイ（男性同性愛者）・Bがバイセクシャル（両性愛
　 者）・Tがトランスジェンダー（性同一性障がい者）の
　 頭文字をとった言葉で、性的少数者の総称。

　昨年6月議会で公用車へドライブレコーダ設
置を要望、その後どのような検討がされたか。

　本市としては、緊急走行が求められる救急車等の緊
急車両、大勢の人員を運搬するバス、遠距離運転や使
用頻度が高い公用車への設置を計画的に進めていくこ
とが大切であると考える。

ＬＧＢＴへの市の見解、職員研修などは

　LGBTに対する理解を深めるために今後の
取組や市職員への研修について伺う。

　市職員として、正しい知識を持ち、理解を深め、市
民に寄り添った適切な対応を行うことは、大変重要と
思われるので、LGBTに関する職員向けのハンドブッ
ク作成について、今後方法も含めて検討したいと考え
る。取り組みの一つとして、本年１０月には、市職員
と市民を対象に、「性同一性障がい者・性的指向をめ
ぐる人権」をテーマにした地域講演会を計画しており、
今後も、ＬＧＢＴに対する正しい知識と理解を深める
ための様々な取り組みを進めたいと考える。

　鶴城中学校閉校後、教育委員会として利活
用案はあるか。また、地域から利活用の要望
はあるか。

　学校現場からは、山鹿中学校の部活動スペースが狭
いということもあり、鶴城中学校閉校後の体育館、グ
ラウンドを利用したい旨の要望がある。教育委員会と
して、この要望を踏まえて当面の利活用案の検討を進

めている。現時点では、学校が運営中ということもあ
り、地域からの利活用要望はない。
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質疑

答弁

北原 昭三　議員

質問

答弁
冨田 弘海　議員

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
⑴

菊鹿小学校通学路の安全対策

　県道歩道設置の進捗状況と市道横枕下永野
線の歩道整備の見込みは

教育部長
　県道のあんずの丘入口から竜口橋手前までが間もな
く着工し、今後も年度計画で整備が進む予定。市道横
枕下永野線は拡幅が厳しい状況にあるため、路肩の着
色や標識の設置を進めていく。

質問

答弁

旧城北小学校校舎の取り扱い

　校舎の解体も含めた取り扱い時期等の考え
や跡地の利活用の方向性は

教育部長

　具体的な校舎施設の利用が見込めないようであれば、
解体に向けて準備を進める。解体し、更地となった場
合、再度地域や民間での活用について検討を行い、地
域の意見を伺いながら進めていく。

質問

答弁

人口減少化における中学校の部活動は

　運動部活動の再編を含めた今後の方針は

教育長

　生徒数減少による部活動の存続、競技力の低下等を
ご心配いただきありがたい。市は運動部活動を学校教
育の一環として、人間形成を行うための大事な場と捉
え、生きる力を育み、豊かな人間性と健全な心と体を
培う取り組みに重点を置くようにしている。各学校に
おける部活動の再編等は、最終的には校長の権限であ
るが、地域から応援されるそんな魅力的な部活動をひ
とつでも多く増やせるよう取り組んでいく。

服部 香代　議員 総務部長

質疑

答弁 総務部長

質疑

答弁 総務部長

質疑

答弁 教育部長

中学校部活動の様子

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
⑵

こちらの
QRコードからご覧いただけます。

インターネット録画配信をご覧いただけます。
山鹿市
ホームページ

市議会
一覧

定例会の
様子

の順にクリックしてください。

➡ ➡

市政のここが聞きたい！市政のここが聞きたい！市政のここが聞きたい！

災害支援対策（被災者支援システムの導入）

公用車へのドライブレコーダ設置

統合後の校舎並びに体育館の利活用等について

　昨年9月議会で導入の必要性を訴えている。
導入についての考えを伺う。
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質問

答弁

質問

答弁

特別支援教育の充実

地域包括ケアシステムの構築

　特別支援学級の児童や通常学級で支援を必
要としている児童は増加している。十分な支
援をするために支援員の増員が必要ではない
か。また不足している教室はどう解消するの
か。

　現状を鑑み一人一人の教育的ニーズに応じた支援が
確実に行われるよう、適切な配置を進めていく。教室
の増設は整備に着手しており早期に実施していく。

　地域包括ケアシステム構築に向けた取り組
みの状況を問う。

　山鹿市の目指すシステムは「多機関の協働による全
世代・全対象型の包括相談支援体制」で、体制づくり
の準備をしている。また「地域共生社会」を実現する
ため、生活支援コーディネーターを配置したり、地域
ケア会議の開催など地域と行政が一体となった取り組
みを進めている。

首席教育審議員

福祉部長

福祉部長

市長首席教育審議員

質問

答弁

　特別支援学級では複式授業が行われている。
個々の課題に取り組んだり、障がいの特性か
らタブレット活用は有効だと思うが導入の予
定はあるか。

　教育的効果の情報収集をし、試験的な導入に向けた
研究を進めていく。

質問

答弁

　介護予防拠点等を日常生活圏域毎に整備さ
れているが相対的な高齢者の減少や介護人材
不足も考慮すると新たな整備は不必要ではな
いか。
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　認知症高齢者は今後も増加が予想され、在宅生活を
支える上で必要である。見直しの必要性はないと考え
ている。

質問

答弁

　福祉行政の方向性とビジョンを問う。

　地域福祉の将来像は「人と人が繋がり合い、全ての
市民が互いを尊重し合い住み慣れた地で自己実現を果
たし、安心して生活ができるまち、また市民が互いに
支え合い、心と体の健康づくりの輪が広がるまち」で
ある。

　システムの導入については、本年度当初予算に計上
し、本市の住民基本台帳等の総合行政システムを提供
している業者と業務委託契約を結び、現在10月からの
稼働に向け、システム開発を行っている。

※ 上記以外に、子どもの人権（学校でのいじめ・児童虐
　 待防止など）、市営住宅の連帯保証人制度並びに使用
　 料滞納額の状況について質問。
※ LGBTとは、Lがレズビアン（女性同性愛者）・Gが
　 ゲイ（男性同性愛者）・Bがバイセクシャル（両性愛
　 者）・Tがトランスジェンダー（性同一性障がい者）の
　 頭文字をとった言葉で、性的少数者の総称。

　昨年6月議会で公用車へドライブレコーダ設
置を要望、その後どのような検討がされたか。

　本市としては、緊急走行が求められる救急車等の緊
急車両、大勢の人員を運搬するバス、遠距離運転や使
用頻度が高い公用車への設置を計画的に進めていくこ
とが大切であると考える。

ＬＧＢＴへの市の見解、職員研修などは

　LGBTに対する理解を深めるために今後の
取組や市職員への研修について伺う。

　市職員として、正しい知識を持ち、理解を深め、市
民に寄り添った適切な対応を行うことは、大変重要と
思われるので、LGBTに関する職員向けのハンドブッ
ク作成について、今後方法も含めて検討したいと考え
る。取り組みの一つとして、本年１０月には、市職員
と市民を対象に、「性同一性障がい者・性的指向をめ
ぐる人権」をテーマにした地域講演会を計画しており、
今後も、ＬＧＢＴに対する正しい知識と理解を深める
ための様々な取り組みを進めたいと考える。

　鶴城中学校閉校後、教育委員会として利活
用案はあるか。また、地域から利活用の要望
はあるか。

　学校現場からは、山鹿中学校の部活動スペースが狭
いということもあり、鶴城中学校閉校後の体育館、グ
ラウンドを利用したい旨の要望がある。教育委員会と
して、この要望を踏まえて当面の利活用案の検討を進

めている。現時点では、学校が運営中ということもあ
り、地域からの利活用要望はない。
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質問

答弁

勢田 昭一　議員

市
政
の
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が
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い
⑶

少子高齢化と人口減少に伴う現状把握と
今後の各種対策

　人口減少の実態、合併時と現在の人口（旧1
市4町）の推移とその減少の要因は何か

総務部長
　旧山鹿市・鹿北町・菊鹿町・鹿本町・鹿央町別の合併時
と現在の人口推移については、下表の通り（住民基本台
帳を基に算出）。
　人口減少の要因は、どの地域においても、出生数の減
少、若者の転出、高齢化が進んでいることを示している。
また現山鹿市の総人口を地域ごとの割合で見ると、旧
山鹿市、続いて旧鹿本町の２地域だけが合併時に比べ
分布比率が上昇している。これは、山鹿市民医療センタ
ーなどの病院や、高校など、都市機能の充実が図られて

質問

答弁

　県立高校との災害時の協定の進捗状況について

総務部長
　平成28年度の熊本地震の経験を踏まえ、「学校施設
は、災害時には避難所となりうる」という課題認識のも
と、全国で初めて、熊本県内すべての県立学校において
｢防災型コミュニティ・スクール｣の取り組みが行われて
いる。本市も市内の3つの県立高校それぞれに、学校関
係者、住民代表、保護者代表、警察・消防・行政関係者等
からなる学校運営協議会が設置され、協定の協議が行
われている。

質問

答弁

　若者の新鮮な発想と視点を発表する場づくりと、
これからのふるさとを担う中学生・高校生たちに
期待するものは

市長
　若い世代には「柔軟な考え」「思いもよらない発想」
「大人にはない視点」「ずば抜けた行動力」があり、若者
に活気があれば山鹿市全体が活性化され、住み良いま
ちづくりや人口減少問題解消への足掛かりになると期
待している。
　そうした意味で中学生・高校生の貴重な意見や提案
は、行政へのいい刺激剤になると考えている。
　ご意見等がすべて市政に反映できるわけではないが、
政策の企画立案過程において、十分参考にさせていた
だきたい。あえて発言の場を設けることは考えていな
いが、若者の提案を市政へどんどん言って頂きたい。
　※上記以外に、自主防災組織について質問。

芋生よしや　議員

いる区域に人口が集中しやすいという傾向が、現山鹿
市内の状況にも当てはまると推測される。
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質問

答弁 質問

答弁

安心安全なまちづくり

生活保護①防災情報の速やかな伝達のための取り組みは

①制度改定の影響やプライバシー保護や人権に配
　慮した相談体制は
②保護世帯への熱中症対策のエアコン設置状況は

①改定による厚労省試算では、山鹿市は、増額となる
　世帯が多い。相談時の丁寧な対応や研修による人権
　意識向上などに努めている。
②対象9世帯中、8世帯が設置済み。

総務部長

質問

答弁

②7月豪雨時に、岩野川沿いの地域に避難勧告
　が出された。河川の整備・改修を求めてい
　くべきではないか
③地域における安全対策として、危険なブロッ
　ク塀撤去などに助成を行うことはできないか

建設部長

福祉部長

質問

答弁

市職員の長時間労働
3月質問以後、対策が取られたのか

　労務管理の厳格化について周知し、時間外労働が減
少した。
　※上記以外に、サイクリングターミナル活用のその
　　後について質問。

総務部長
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9/7
開催

◎
永
田
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二
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冨
田
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海
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手
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幸

　藤
原
　
　豊
　
　立
山
大
二
朗

建
設
経
済
常
任
委
員
会

旧市町

合併時
平成17年 3月

現　在
平成30年 3月 減　少

①市内全域をカバーする防災無線だが、旧山鹿・鹿本
　はアナログ方式であるため、デジタル化による再整
　備を検討している。また、テレビ電波を使用するデ
　タポンやインターネット回線を使用するやまがメイ
　トは、防災無線の補完的な情報手段として有効であ
　る。市は特に地域情報も配信できるやまがメイトの
　登録を推進している。

②流域8市町で国交省に要望し、市からも県に岩野川
　など河川内の掘削要望を行っている。

③地震に強い、安心・安全な
　まちづくり促進に向け、危
　険ブロック塀の除去費用の
　一部補助支援制度を検討し
　ている。

３２，６３４人
５，３０２人
７，６７９人
８，７９３人
５，３７７人
５９，７８５人

３０，１０６人
３，９５４人
６．０９３人
８，０５３人
４，４６４人
５２，６７０人

２，５２８人
１，３４８人
１，５８６人
７４０人
９１３人

７，１１５人

山鹿市
鹿北町
菊鹿町
鹿本町
鹿央町
全　体

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告

　
◆
付
託
案
件

　
　
議
案
３
件…

承
認
・
可
決

　
　
認
定
８
件…

認
定

　　
◆
主
な
審
査
内
容

　　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
　

　
て（
平
成
30
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予

　
算（
第
2
号
））中
所
管

　
　
　
　
　
現
年
発
生
公
園
施
設
災
害
復
旧
費
の
応

　
　
急
対
策
費
の
内
訳
は
。

　　
　
　
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
る
、
日
輪
寺
公
園

　
　
や
鹿
校
通
り
公
園
等
３
箇
所
の
土
砂
・
倒

　
　
木
の
撤
去
に
関
わ
る
機
械
借
り
上
げ
を
行

　
　
っ
た
費
用
が
50
万
円
。

　　
平
成
30
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
中
所
管

　　
　
　
く
ま
も
と
土
地
利
用
型
農
業
競
争
力
強

　
　
化
支
援
事
業
の
補
助
率
は
。

　　
　
　
概
ね
１
０
０
ha
の
集
積
可
能
な
大
規
模

　
　
法
人
向
け
の
、コ
ン
バ
イ
ン
や
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ

　
　
ラ
ー
等
の
導
入
に
関
す
る
も
の
で
、２
分
の

　
　
１
の
補
助
率
と
な
って
い
る
。

　　
　
　
公
営
住
宅
に
つ
い
て
、
山
鹿
ビ
ル
の
現

　
　
状
と
今
後
は
。

　　
　
　
６
月
29
日
に
区
分
所
有
者
向
け
説
明
会

　
　
を
実
施
。
１
階
の
区
分
所
有
財
産
の
評
価

　
　
額
が
わ
か
り
次
第
、本
年
度
中
に
協
議
を
行

　
　
い
、解
体
に
向
け
た
合
意
形
成
を
行
い
た
い
。

　　
　
　
現
年
発
生
公
園
施
設
の
災
害
復
旧
費
用

　
　
２
５
０
万
円
の
詳
細
は
。

　　
　
　
日
輪
寺
か
ら
市
が
借
用
し
て
い
る
都
市

　
　
公
園
、
日
輪
寺
公
園
の
幅
10
メ
ー
ト
ル
・

　
　
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
法
面
崩
壊

　
　
し
た
部
分
の
復
旧
費
用
。

　　
　
　
豊
前
街
道
歴
史
的
ま
ち
な
み
再
生
事
業
、

　
　
補
正
予
算
の
内
訳
と
詳
細
は
。

　　
　
　
本
年
６
月
ま
で
に
17
件
の
相
談
と
３
件

　
　
の
事
前
申
請
が
あ
り
、
す
べ
て
認
定
。
１

　
　
件
分
の
５
０
０
万
円
は
当
初
予
算
で
、
残

　
　
り
２
件
分
と
新
た
な
申
請
分
２
件
分
を
補

　
　
正
予
算
で
対
応
す
る
。
具
体
的
に
は
、
さ

　　
　
く
ら
湯
周
辺
で
の
開
業
を
支
援
し
、
一
般

　
　
飲
食
店
が
３
件
、
そ
の
う
ち
１
件
が
宿
泊

　
　
業
（
民
泊
を
予
定
）
を
兼
ね
る
計
画
。

　　
平
成
29
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

　
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
中
所
管
）

　　
　
　
農
産
物
販
売
促
進
・
６
次
産
業
化
支
援

　
　
事
業
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
相
談
が
あ
る
か
。

　
　
ま
た
学
校
給
食
へ
の
地
元
食
材
活
用
の
支

　
　
援
の
形
は
。

　　
　
　
相
談
は
年
間
20
件
程
度
。
学
校
給
食
に

　
　
お
け
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
、
県
の

　
　
補
助
事
業
を
活
用
し
、
地
産
地
消
の
割
合

　
　
を
調
査
し
た
結
果
、
全
品
目
の
約
50
％
、

　
　
加
工
品
を
除
く
と
約
60
％
で
あ
る
。
米
は

　
　
１
０
０
％
地
元
産
。
市
内
の
物
産
館
か
ら

　
　
野
菜
を
提
供
し
、
栄
養
士
が
給
食
メ
ニ
ュ

　
　
ー
を
作
成
し
た
。

　
　
　
企
業
誘
致
対
策
事
業
の
執
行
率
が
65
・

　
　
５
％
と
予
算
残
額
の
主
な
理
由
は
。

　　
　
　
熊
本
地
震
の
影
響
で
企
業
の
創
業
開
始

　
　
が
先
送
り
さ
れ
雇
用
時
期
が
遅
れ
た
こ
と

　
　
と
、
見
込
ま
れ
て
い
た
市
内
在
住
の
雇
用

　
　
者
が
当
初
の
計
画
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と

　
　
か
ら
、企
業
に
支
給
す
る「
雇
用
奨
励
金
」

　
　
の
未
払
い
が
生
じ
た
た
め
。

　
　
　
さ
く
ら
湯
北
側
玄
関
の
開
放
実
績
と
龍

　
　
の
湯
の
今
後
の
活
用
は
。

　　
　
　
北
側
玄
関
は
、
土
日
祝
日
及
び
イ
ベ
ン

　
　
ト
開
催
時
に
１
２
０
日
程
度
開
放
し
２
３

　
　
０
０
人
を
超
え
る
利
用
が
あ
っ
た
。
さ
く

　
　
ら
湯
も
開
湯
か
ら
６
年
目
と
な
り
、
龍
の

　
　
湯
を
は
じ
め
、
２
階
の
温
泉
資
料
室
や
西

　
　
側
の
休
憩
室
の
利
活
用
に
つ
い
て
改
め
て

　
　
考
え
る
時
期
に
き
て
い
る
。
商
工
会
議
所
、

　
　
商
工
会
及
び
市
で
発
足
し
た
「
に
ぎ
わ
い

　
　
創
出
協
議
会
」
で
も
既
に
議
題
と
し
て
取

　
　
り
上
げ
、
具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て

　
　
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
灯
籠
ま
つ
り
の
磨
き
上
げ
に
対
す
る
検

　
　
証
は
。

　　
　
　
灯
籠
ま
つ
り
の
磨
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、

　
　
山
本
寛
斎
事
務
所
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

　
　
含
め
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に
ま
つ
り
関

　
　
係
者
で
３
年
を
か
け
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

　
　
そ
の
結
果
、
今
年
は
ひ
と
つ
の
完
成
型
と

　
　
し
て
、
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
直
し
、
千

　
　
人
灯
籠
踊
り
の
一
部
制
へ
の
移
行
に
よ
り

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
感
が
醸
成
さ
れ
、
１
週
間
程

　
　
度
で
チ
ケ
ッ
ト
が
完
売
し
、
ま
た
踊
り
手

　
　
の
負
担
も
減
り
、
上
り
灯
籠
の
ク
ロ
ー
ズ

　
　
ア
ッ
プ
な
ど
を
軸
に
開
催
さ
れ
た
。
磨
き

　
　
上
げ
の
検
証
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
や
大

　
　
宮
神
社
な
ど
関
係
団
体
か
ら
意
見
集
約
を

　
　
は
じ
め
、
踊
り
手
や
観
光
客
を
対
象
に
実

　
　
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
集
計
す
る
な

　
　
ど
、
11
月
末
に
は
取
り
ま
と
め
る
。

　　
　
　
菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
へ
の
サ
イ
ン
整
備
は
。

　　
　
　
11
月
の
開
業
に
向
け
、
今
年
度
は
９
箇

　
　
所
に
菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
標
示
の
車
両
系
誘

　
　
導
サ
イ
ン
を
整
備
し
て
い
る
。

　　
　
　
新
シ
ル
ク
蚕
業
構
想
推
進
事
業
の
現
状

　
　
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

　　
　
　
工
場
は
毎
月
２
５
０
㎏
の
繭
を
生
産
、

　
　
飼
養
頭
数
は
30
万
頭
、
品
質
の
向
上
と
生

　
　
産
体
制
の
確
立
が
喫
緊
の
課
題
。
化
粧
品
、

　
　
石
け
ん
な
ど
の
原
材
料
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
将
来
的
に
は
年
間
50
ト
ン
の
生
産
体
制
と

　
　
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
地
調
査

菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
内
田
地
区
）

　
11
月
開
業
の
菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
工
場
を
視

察
。
効
率
的
な
生
産
と
衛
生
面
に
配
慮
さ
れ
た

醸
造
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
他
、
ワ
イ
ン
シ
ョ

ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

市
道
大
河
内
線
災
害
現
場
（
小
坂
）

　
７
月
の
集
中
豪
雨
で
被
災
し
た
道
路
を
調
査
。

道
路
表
面
水
に
よ
る
路
肩
浸
食
を
確
認
。

菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
11
月
10
日
開
業
！（岩野川チブサン橋付近表示）➡

問問問 答答答

問問 答答問答

問答問答問答

問答問答

せい だ　しょういち

いもう
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山
鹿
市
環
境
セ
ン
タ
ー
始
動
に
向
け
て

　
　
　
地
域
公
共
交
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内

　
　
容
と
維
持
へ
の
取
り
組
み
は
。

　　
　
　
交
通
行
路
、
地
域
交
通
利
用
状
況
、

　
　
維
持
へ
の
協
力
意
向
な
ど
。

　
　
　
昨
年
12
月
関
係
部
で
交
通
弱
者
対
策

　
　
合
同
会
議
開
催
。
今
年
７
月
関
係
部
長

　
　
に
よ
る
公
共
交
通
の
会
議
開
催
。
今
後

　
　
も
関
係
部
署
と
連
携
、
情
報
共
有
化
を

　
　
図
り
、
交
通
弱
者
対
策
会
議
を
開
催
す

　
　
る
。

　　
　
　
介
護
支
援
と
は
別
な
と
こ
ろ
で
公
共

　
　
交
通
の
検
討
を
し
て
い
く
の
か
。

　　
　
　
介
護
福
祉
制
度
の
中
で
、
で
き
る
こ

　
　
と
は
対
応
す
る
。
そ
こ
か
ら
漏
れ
る
方

　
　
は
、
広
く
一
般
財
源
活
用
の
制
度
や
地

　
　
域
公
共
交
通
の
活
用
な
ど
整
理
検
討
し
、

　
　
分
か
り
易
く
周
知
す
る
。

　平
成
29
年
度
山
鹿
市
病
院
事
業
会
計
決
算

　の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
医
業
収
益
約
32
億
８
千
万
円
に
医
業

　
　
費
用
約
35
億
円
。
差
額
２
億
２
千
万
円
、

　
　
年
々
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
法
定
内
繰
り
入
れ
に
よ
り
黒
字
決
算

　
　
だ
が
、
現
金
残
高
も
減
り
経
営
は
大
変

　
　
厳
し
い
状
況
。
今
後
の
経
営
計
画
は
。

　　
　
　
平
成
30
年
４
月
に
診
療
報
酬
改
定
が

　
　
あ
り
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

　
　
医
師
の
安
定
的
な
確
保
、
最
適
な
看
護

　
　
体
制
や
患
者
の
確
保
（
受
入
れ
）
に
努

　
　
め
て
い
る
。

　
◆
付
託
案
件

　
　
議
案
７
件…

可
決

　
　
認
定
５
件…

認
定

　　
◆
主
な
審
査
内
容

　
山
鹿
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

　
　
　
引
越
し
、
大
掃
除
な
ど
大
量
に
排
出

　
　
す
る
場
合
に
無
料
だ
っ
た
自
己
搬
入
焼

　
　
却
ご
み
を
有
料
に
す
る
の
は
何
故
か
。

　
　
　
近
隣
自
治
体
の
料
金
は
ど
う
か
。

　　
　
　
ご
み
の
排
出
抑
制
と
排
出
量
に
応
じ

　
　
た
負
担
の
公
平
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

　
　
に
、
一
般
家
庭
の
自
己
搬
入
ご
み
10
㎏

　
　
ご
と
に
１
５
０
円
と
す
る
。

　
　
　
熊
本
市
、
有
明
広
域
行
政
が
10
㎏
ご

　
　
と
に
１
５
０
円
。菊
池
市
が
、40
㎏
ま
で

　
　
無
料
、40
〜
50
㎏
２
７
０
円
、
10
㎏
ご

　
　
と
に
54
円
。

　　
　
　
高
齢
者
、
要
介
護
者
な
ど
に
対
し
て
、

　
　
減
免
制
度
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
自
治
会
の
作
業
ご
み
や
罹
災
証
明
ご

　
　
み
は
減
免
の
対
象
と
な
る
が
、
高
齢
者

　
　
や
要
介
護
者
に
つ
い
て
は
「
戸
別
収
集

　
　
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
が
あ
る
の
で
相

　
　
談
し
て
ほ
し
い
。

　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　　
　
　
購
入
す
る
焼
却
灰
等
搬
出
天
蓋
付
20

 
 
ｔ
ダ
ン
プ
は
ど
れ
く
ら
い
の
焼
却
灰
の

　
　
輸
送
を
予
測
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
一
日
４
ｔ
程
度
で
、
一
日
置
き
に
広

　
　
域
最
終
処
分
場
に
運
ぶ
。
20
ｔ
は
車
の

　
　
総
重
量
で
あ
り
、
10
ｔ
の
積
載
車
と
い

　
　
う
こ
と
。

　　
平
成
29
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
中
所
管
）

　　
　
　
平
成
27
年
度
か
ら
生
活
保
護
世
帯
が
、

　
　
大
き
く
減
少
し
た
の
は
。

　
　
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
を
導
入

　
　
し
、
就
労
支
援
、
家
計
相
談
な
ど
を
行

　
　
い
困
窮
要
因
の
解
消
に
至
っ
た
た
め
。

　
　
　
生
活
困
窮
者
と
は

　
　
　
就
労
が
で
き
ず
収
入
が
少
な
い
方
。

　
　
高
齢
者
で
年
金
世
帯
。
引
き
こ
も
り
、

　
　
ひ
と
り
親
な
ど
様
々
な
要
因
で
生
活
上

　
　
困
っ
て
い
る
方
。

　
　
　
臨
時
福
祉
給
付
金
は
低
所
得
者
救
済

　
　
の
は
ず
だ
が
、
辞
退
者
（
68
人
）
や
、

　
　
未
申
請
者
（
１
，
３
０
６
人
）
が
あ
る
。

　
　
周
知
徹
底
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
原
則
、
申
請
主
義
給
付
金
。
申
請
期

　
　
間
は
５
月
か
ら
８
月
ま
で
で
、
政
府
も

　
　
Ｔ
Ｖ
で
周
知
し
、
市
も
該
当
者
に
７
月

　
　
末
ま
で
再
告
知
し
た
が
、
申
請
が
な
か

　
　
っ
た
も
の
。

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告
⑵

質問

答弁

有働 辰喜　議員

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
⑷

学校規模適正化事業
　平成32年4月開校予定の鹿本小学校までを
含めた、山鹿小学校、鹿北小学校、菊鹿小学校、
めのだけ小学校の統合に要した費用はいくら
か、またその財源内訳はどうなっているか。

　鹿本小学校の支出予定を含め79億9700万円。財源
内訳は国庫補助金21億9400万円。市債52億8000万
円（合併特例債：29億7200万円、緊急防災・減災事
業債：21億500万円)。一般財源5億2300万円。

質問

答弁

公立保育園民営化
　鹿央保育園の民営化に際し、現在地付近に
残すことと、希望する職員の採用を条件にで
きるか。また新設の幼保連携型認定子ども園
の職員に必要な資格は何か。

　条件付けは可能である。職員資格は「幼稚園教諭」
と「保育士」の両方が必要。

質問

答弁

　平成31年4月までにすべての統合事業を完了
する計画が達成できず、目標の小規模校の教
育環境の改善が遅れ、事業費増加となってい
る。遅れの原因と責任はどこにあると思うか。

　教育委員会の力不足で、PTAや地域住民の方への
説明に時間を要した事と考える。

質問

支援学校誘致
　稲田小学校決定の要因と県への譲渡方法及
び、今後、市の財政負担があるのか。

　市が県に提供した廃校予定地一覧から、防災面や平
坦地等の条件で県が選定した。施設は無償譲渡とし、
今後県から周辺整備の要望があれば協力したい。

答弁

質問

山鹿市農業振興地域整備促進協議会
　平成27年度に年2回である協議会が3回開催
された事実はあるか、またその理由はなにか。

　事実である。必要があれば開催できるとした協議会
規定により開催した。

答弁

質問

スクールバス運行

　山鹿中学校・鶴城中学校統合に伴うスクー
ルバスの入札方法と時期はどう考えているか。

　選定方式は「プロポ－ザル方式」とし、今年度内の
選定に向け作業中。

答弁

質問

答弁 答弁

小川 榮二　議員

有害鳥獣被害に対する取り組み
①有害鳥獣による農作物の被害状況と捕獲頭
　数の状況は
②被害対策の経過と現状は
③今後の対策及び箱罠にＩＣＴシステム活用
　等の新たな取り組みは

質問

猟友会の支援
①猟友会の組織・活動内容・会員数の状況及
　び猟友会に対する市の関わりは
②有害鳥獣捕獲を促進するための猟友会の活
　動支援は

経済部長

教育部長

教育部長

教育部長

教育部長

教育部長

経済部長

経済部長

先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告
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①猟友会の組織は、山鹿地区に3分会、鹿北・菊鹿・
　鹿本・鹿央の4分会の計7分会で組織されている。
　会員数は現在149名で、ほぼ横ばいで推移している。
　市民からの被害報告を受け、猟友会に捕獲をお願い
　している。また、会員を対象とした事故防止及び技
　術向上研修会を開催し、安全で確実な捕獲に努めて
　いただいている。
②入会者の新規免許取得費の補助（一人１0000円）
　や箱罠購入補助、また捕獲事業ではイノシシ・シカ
　１頭7000円、カラス類１羽1000円を助成している。
　若者の免許取得の推進を図りながら、事務処理の負
　担軽減に向けた調整を進め、猟友会の捕獲体制の充
　実、組織の強化を支援していく。

①平成29年度の被害面積54.24ha、被害額1471万円、
　捕獲頭数イノシシ1572頭、シカ56頭、鳥類915羽、
　その他70頭となっている。
②平成22年度からワイヤーメッシュ防護柵の導入に対
　する支援を行っている。実績として総延長513㎞、
　受益戸数・延べ3353戸、受益面積953haとなって
　いる。平成17年以降電気柵の設置に対する支援を行
　っており、申請件数は1833件となっている。
③鳥獣の「えさ場」や「ひそみ場」をなくす生息環境
　整備、被害対策に取り組む地区や住民組織を支援す
　る県の「え(餌)づけSTOP！鳥獣被害対策事業」に
　も取り組んでいく。「ICT技術」を導入した新たな
　取り組みについては、活動している先進事例につい
　て図っていく。

おがわ　 えいじ

うどう　  たつき

建設が進む山鹿市環境センター全景

問問 答

答問問 答 問答答

問

問

答

問答 答問答
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永田 紘二　議員
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い
⑸

スクールソーシャルワーカー配置事業

①採用数と勤務状況、近年の相談件数は
②配置の状況と現状、今後の人材確保や活用
　の展望は

首席教育審議員

質問

答弁

創業・開業支援空き店舗対策事業

①事業概要、相談件数及び認定件数と、その
　具体的な内訳は
②課題と取り組み、物件確保の支援策は
③周知方法など今後の取り組みは

経済部長

質問

答弁

立山大二朗　議員

国民健康保険税

教育委員会の事業

①平成30年度国民健康保険税の引き下げ要因
　は何か。
②検診事業等に関する評価はあるのか
③法定外繰り入れは無くなると聞いた。今後
　の山鹿市国民健康保険財政運営の見通しは
　どうか

福祉部次長

質問

答弁

　鹿本小学校の施設整備の内容と現在までの
計画の経過は

教育部長

カルチャースポーツセンター整備事業
　　（テニスコート、多目的グラウンド）鹿本小学校鳥瞰図

旧岳間小学校ブロック塀

①いじめや不登校をはじめ、現在の教育課題は学校だ
　けでは解決が難しい事案が増えており、今後もスク
　ールソーシャルワーカーの活用が増えると予想され
　る。本市では平成23年に配置を開始、現在3人が勤
　務。平成28年度102人、平成29年度132人、本年
　度も既に61名の児童生徒に対応。学校や関係機関
　と課題解決のために話し合うケース会議でも具体的
　な助言をしている。
②１人を学校常勤とし、児童・保護者・教職員の相談に
　対応し、指導・助言を行っている。昨年度から人材
　育成の視点で大学生を実習生として受け入れている。

①市内の空き店舗を利用して開業する方に、小売業・
　飲食業では5分の4の家賃補助と大幅に補助率を拡
　大し、開業支援を行っている。今年5月には、山鹿
　商工会議所、山鹿市商工会及び山鹿市の三者により
　「山鹿市にぎわい創出協議会」を創設し、連携して
　取り組んでいる。8月末時点で相談100件（約半数
　は市外から）。これまで4回の審査会を開催し、計
　9件を認定（交付決定額6,073,000円）。
②提供可能な物件の確保が課題。不動産業者等から情
　報を収集するとともに、商工会議所が平成25年度
　に実施した中心市街地の空き地空き店舗調査を基に
　した確認作業等を通して、物件の把握・整理に努め
　ている。
③物件の速やかな把握・整理や制度周知を継続しつつ、
　熊本や福岡など都市圏に対しても誘致活動を展開す
　る。

①本年 4月の制度改革により県が国保運営に参画し、
　財政運営の責任主体となり、県は事業費納付金を市
　町村から集めて財政運営を行うことになった。この
　事業費納付金の算定において、急激な保険税の上昇
　を抑制するために国の財政支援が拡充され、事業費
　納付金の基礎額が引き下げられた。また、本市は比
　較的所得水準が低く、国民健康保険税の引き下げが
　可能となった。
②特定健診・保健指導のほかに、給付の適正化や後発
　性医薬品の使用促進等に対しての評価として保険者
　努力支援交付金がある。

③赤字解消のため法定外繰入金が行えないことはない
　が、活用は非常に困難になる。今後は保険者努力支
　援交付金等の確保に力を入れ、国民健康保険税の引
　き上げ抑制に努めていく。

　現在、第1期工事（約14億5千万円）として建てか
え校舎の建築を行っている。今後は、第2期工事（約
6億円）として外構整備を含めた体育館建築等，更に
第3期工事（約9千万円）として既存校舎の改修を予
定している。
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地
調
査

問問

問問問

問質

答答

答答答

答 答

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告

ながた　こうじ

たてやま  だいじろう
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賛　否　表
○は賛成　●は反対　欠は欠席

上記以外の案件は全会一致で審議結果表のとおりとなりました。（議長は採決には加わりません）

201918171615141312111097654321

議　　員

議席番号

議案第78号

認定第 1 号

認定第 2 号

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺
崎

　勇
児

横
手

　啓
介

永
田

　紘
二

堀

　
　茂
幸

池
田

　誠
一

吉
本

　政
幸

平
井

　邦
廣

藤
原

　
　豊

芹
川

　正
美

北
原

　昭
三

藤
本

　峰
秀

冨
丸
洋
一
郎

冨
田

　弘
海

服
部

　香
代

有
働

　辰
喜

勢
田

　昭
一

芋
生
よ
し
や

小
川

　榮
二

立
山
大
二
朗

熊本県市議会議員研修会

奈良県生駒市

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告
⑴

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

　
熊
本
市
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本
で
、
市

議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
県
下
か

ら
市
議
会
議
員
３
０
０
人
が
参
加
を
し
た
。

講
師
は
名
越
康
文
氏
（
精
神
科
医
・
相
愛

大
学
、
高
野
山
大
学
客
員
教
授
）
で
、

『
地
域
を
元
気
に
〜
心
が
フ
ッ
と
軽
く
な

る
「
瞬
間
の
心
理
学
」
〜
』
と
い
う
演
題

で
話
を
さ
れ
た
。

　
議
員
と
い
う
も
の
は
、
議
員
一
人
で
何

千
人
・
何
万
人
に
影
響
す
る
仕
事
で
あ
る

か
ら
、
朝
を
大
切
に
し
、
脳
力
を
蘇
ら
せ

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　
そ
の
方
法
の
第
１
点
目
と
し
て
睡
眠
を

十
分
（
７
時
間
以
上
）
取
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
２
０
２
０
年
に
合
わ
せ
て
、
日

本
政
府
は
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
の
導
入
（
２

時
間
繰
り
上
げ
て
仕
事
を
す
る
）
と
言
っ

て
い
る
が
、
世
界
一
睡
眠
時
間
の
少
な
い

日
本
人
に
は
不
向
き
で
あ
る
。
サ
マ
ー
タ

イ
ム
を
実
現
し
て
も
、
日
本
人
の
リ
ズ
ム

が
狂
い
だ
す
。
す
な
わ
ち
２
人
に
１
人
は

鬱
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
社
会
経
済
に

損
失
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
２
点
目
と
し
て
は
、
朝
食
を
し
っ
か

り
と
り
、
深
呼
吸
を
し
て
記
憶
を
蘇
ら
せ

る
朝
活
を
す
る
こ
と
が
有
効
だ
。
朝
を
大

切
に
す
る
こ
と
で
、
機
嫌
よ
く
明
る
く
心

落
ち
着
か
せ
て
運
動
す
る
（
仕
事
す
る
）

こ
と
が
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
地
域
を
元
気
に
す
る
に
は
、

上
に
立
つ
人
（
世
話
役
）
が
元
気
に
笑
顔

で
接
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
に
影
響
し
、

脳
の
活
性
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
、

と
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
家
庭
で
地
域
で
ぜ
ひ
実

践
し
て
い
き
た
い
と
学
ん
だ
研
修
会
で

あ
っ
た
。

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

朝
を
大
切
に
し
、
脳
力
を
蘇
ら
せ
る

勢
　
　田
　
　昭
　
　一

建
設
経
済
常
任
委
員
会

平
成
30
年
８
月
９
日
〜
11
日

奈
良
県
生
駒
市

「
テ
レ
ワ
ー
ク
＆
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
「
イ
コ
マ
ド
」
の
取
り
組
み
」

　

イ
コ
マ
ド
と
い
う
施
設
は
、
生
駒
市
に
お
け

る
駅
前
の
再
開
発
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
た
建

物
が
３
年
前
に
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
整
備
さ
れ

た
施
設
で
あ
る
。

　
生
駒
市
は
住
宅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
お
り
、

大
阪
府
の
企
業
に
勤
め
て
い
る
市
民
も
多
く
、

女
性
の
方
が
出
産
を
機
に
仕
事
を
や
め
ら
れ
た

り
、
ま
た
親
の
介
護
等
で
仕
事
を
や
め
ら
れ
る

方
も
多
く
、
そ
う
い
う
方
々
に
何
と
か
仕
事
を

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
、
仕
事
が
継
続
で
き
る

よ
う
な
施
設
を
設
け
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
や
子
育

て
層
の
女
性
の
就
業
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
支
援
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
誘
致
等
を
図
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普

及
促
進
に
取
り
組
む
ほ
か
、
希
望
の
仕
事
を
み

ず
か
ら
起
業
し
、
子
育
て
と
の
両
立
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
な
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
拠
点
と

し
て
整
備
さ
れ
た
。

　
現
在
の
施
設
稼
働
率
は
約
20
％
で
あ
る
が
、

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
２
０
０
社
以
上
の

企
業
に
営
業
活
動
を
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

国
が
進
め
る
働
き
方
改
革
に
お
い
て
も
テ
レ

ワ
ー
ク
は
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
利
用
者
は
右
肩
上
が
り
に
ふ
え
て
い
る
と

の
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
空
き
ス
ペ
ー
ス
等
を
活
用
し
た

多
様
な
働
き
方
の
創
出
は
、
本
市
に
お
い
て
も

検
討
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、
ま
た
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
働
き
手
の
確
保
等
を
行
う
上
で
、
大
変

参
考
に
な
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

奈
良
県
桜
井
市

「
大
和
さ
く
ら
い
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
」

　
大
和
さ
く
ら
い
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
と
は
、
事

業
者
の
申
請
に
基
づ
き
、
商
品
と
し
て
の
質
、
地

元
へ
の
貢
献
度
や
認
知
度
な
ど
桜
井
ら
し
さ
を
基

準
に
、
一
次
産
品
か
ら
加
工
品
、
あ
る
い
は
サ
ー

ビ
ス
商
品
ま
で
を
審
査
し
、
大
和
さ
く
ら
い
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
認
定
す
る
事
業
で
あ
る
。

　
東
京
都
や
大
阪
府
等
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

大
和
さ
く
ら
い
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
紹
介
、
品
物

の
提
供
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
る
な
ど

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
各
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

へ
の
ブ
ー
ス
出
店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
活
用
し
た

ブ
ラ
ン
ド
品
の
試
食
や
販
売
等
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
認
定
し
て
い
る
も
の
は
全
て

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
返
礼
品
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
効
果
も
あ
り
、
前
年
度

ま
で
約
５
０
０
万
円
だ
っ
た
寄
附
金
は
、
１
年
間

で
７
０
０
０
万
円
ま
で
増
加
し
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
米
を
初
め
と
し
た
全
国
に

誇
れ
る
農
産
物
、
国
指
定
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る

山
鹿
灯
籠
や
八
千
代
座
、
鞠
智
城
な
ど
観
光
資
源

も
多
く
、
こ
れ
ら
の
知
名
度
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

て
い
く
上
で
、
大
変
参
考
に
な
る
取
り
組
み
で

あ
っ
た
。

議案第66号
議案第67号
議案第68号
議案第69号
議案第70号
議案第71号
議案第72号
議案第73号
議案第74号
議案第75号
議案第76号
議案第77号
議案第78号
認定第 1 号
認定第 2 号
認定第 3 号
認定第 4 号
認定第 5 号
認定第 6 号
認定第 7 号
認定第 8 号
認定第 9 号
認定第10号
認定第11号
認定第12号
陳情第 5 号

専決処分の承認を求めることについて（平成30年度山鹿市一般会計補正予算（第2号）

山鹿市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例

山鹿市営住宅条例等の一部を改正する条例

山鹿市カルチャースポーツセンター条例の一部を改正する条例

山鹿市立認定こども園条例
山鹿市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

平成30年度山鹿市一般会計補正予算（第3号）

平成30年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成30年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成30年度山鹿市病院事業会計補正予算（第１号）

財産の取得について
財産の取得について
熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について

平成29年度山鹿市一般会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度山鹿市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度山鹿市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度山鹿市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度山鹿市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度山鹿市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度六郷財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度城北財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度稲田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度山鹿市水道事業会計決算の認定について

平成29年度山鹿市病院事業会計決算の認定について

平成29年度山鹿市下水道事業会計決算の認定について

県中学校駅伝大会の試走費の予算化を求める陳情書

承　認
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
継　続

議案等番号 案　　　　　　　　　　　　件 結　果

平成30年（第3回）9月定例会における審議結果表

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告
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

議
案
第
66
号

　
専
決
処
分
の
承
認

　
平
成
30
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
　
　
　
　
１
億
１
５
１
０
万
円

　
　
平
成
30
年
６
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
の
集
中
豪
雨
被
害
対
策
（
補
助
災
害

　
　
査
定
用
等
の
測
量
・
設
計
崩
土
処
理
等
に
係
る
機
械
借
上
料
等
）

議
案
第
72
号

　
平
成
30
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
　
　
８
億
４
５
１
５
万
７
千
円

　・

公
共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去・

フ
ェ
ン
ス
の
設
置
　
　
　
２
３
０
６
万
２
千
円

　・

農
業
用
担
い
手
支
援
総
合
対
策
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
６
４
万
１
千
円

　・

都
市
計
画
費
（
豊
前
街
道
歴
史
的
ま
ち
な
み
再
生
事
業
の
推
進
）
　
２
０
０
０
万
円

　・

災
害
復
旧
事
業
（
集
中
豪
雨
被
害
対
策
）
　
　
　
　
　
６
億
１
０
２
９
万
円
　
な
ど

認
定
第
１
号

　
平
成
29
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
な
ど

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告

先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

主な議案反対討論
議
案
第
78
号

　
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
各
市
町
村
代
表
選
出
へ
の
変
更
だ
が
、
首
長
の
み
の
選
出
に
な
り
か
ね
ず
、
二
元
代
表

制
の
下
で
執
行
機
関
を
監
視
す
る
役
割
が
果
た
せ
る
の
か
疑
問
。
現
在
の
質
疑
・
一
般
質

問
が
低
調
な
議
会
を
住
民
の
意
見
が
反
映
で
き
る
も
の
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
行
う
べ
き

変
更
で
あ
り
反
対
。

　認
定
第
１
号

　
平
成
29
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
支
出
は
市
民
に
不
必
要
で
危
険
な
仕
組
み
を
続
け
る
こ
と
で
あ
り
、

制
度
維
持
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
は
多
額
で
、
Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
が
利
益
を
得
る
構

図
に
な
っ
て
い
る
。

　
学
校
規
模
適
正
化
事
業
は
、
首
相
の
諮
問
機
関
小
委
員
会
で
さ
え
、
「
学
校
な
く
ば
若

者
来
ず
」
と
統
廃
合
推
進
は
地
方
衰
退
を
招
く
と
指
摘
。
鹿
央
町
住
民
訴
訟
は
、
住
民
に

き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
こ
な
か
っ
た
結
果
で
あ
り
、
住
民
合
意
で
事
業
を
進
め
る
べ
き
で

あ
り
反
対
。

　認
定
第
２
号

　
平
成
29
年
度
山
鹿
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
国
保
税
は
市
民
に
は
、
ま
だ
高
す
ぎ
る
。
一
般
会
計
か
ら
法
定
外
繰
り
入
れ
も
行
い
、

さ
ら
に
引
き
下
げ
る
べ
き
で
、
反
対
。

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

審
議
結
果
表
・
主
な
議
案

広
報
研
修
報
告

芋生よしや議員
先
進
地
行
政
視
察
報
告
、

熊
本
県
市
議
会
議
員
研
修
会
報
告

先進地の取り組み－行政視察より－先進地の取り組み－行政視察より－

行
政
視
察

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

平
成
30
年
8
月
1
日
〜
3
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

平
成
30
年
8
月
６
日
〜
８
日

京
都
府
京
丹
後
市

「
公
共
交
通
施
策
」

　
交
通
弱
者
に
対
す
る
独
自
の
交
通
施

策
と
し
て
、
幹
線
道
路
で
の
路
線
バ
ス
、

鉄
道
が
一
律
２
０
０
円
で
利
用
可
能
。

　
公
共
交
通
の
空
白
地
域
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
運
転
手
が
市
所
有
バ
ス
を
、
運

賃
１
０
０
〜
２
０
０
円
で
予
約
制
隔
日

運
行
の
「
デ
マ
ン
ド
運
行
」
。

　
バ
ス
停
か
ら
離
れ
て
い
る
方
、
運
行

エ
リ
ア
外
ま
で
行
き
た
い
方
の
要
望
に

応
え
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
運
営
で
登
録
し

た
自
家
用
車
を
使
い
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
と
専
用
ア
プ
リ
活
用
の
即
時
配
車
で
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
半
額
で
「
さ
さ
え
あ

い
交
通
」
を
運
用
中
。

「
誰
一
人
置
き
去
り
に
し
な
い
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
」

　
総
合
相
談
窓
口
と
し
て

「
寄
り
添
い
総
合
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
開
設
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、

市
民
相
談
、
多
重
債
務
相

談
・
支
援
室
、
若
者
サ
ポ

ー
ト
、
く
ら
し
と
仕
事
な

ど
の
相
談
対
応
で
複
雑
か

つ
深
刻
化
す
る
前
に
解
決

で
き
る
よ
う
に
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
を
利

用
し
た
支
え
あ
い
・
助
け

合
う
地
域
づ
く
り
実
践
事

業
、
通
所
型
の
「
ひ
ま
わ

り
事
業
」
を
実
施
し
、
社
会
的
孤
立
者

の
減
少
な
ど
に
向
け
た
包
括
支
援
事
業

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
ど
ち
ら
も
、
当
市
で
こ
れ
か
ら
検
討

し
取
り
組
む
課
題
で
あ
る
。

滋
賀
県
野
洲
市

「
廃
棄
物
処
理
施
設
（
野
洲
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
）
」

　
野
洲
市
は
人
口
が
山
鹿
市
と
同
規
模

で
あ
る
。
平
成
28
年
に
運
転
開
始
し
た

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
当
市
建
設
中

の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
と
同
様
の
処

理
方
式
で
、
一
日
当
た
り
の
処
理
能
力

が
43
ｔ
。
民
間
委
託
で
の
管
理
運
営
の

入
札
や
契
約
内
容
の
説
明
を
受
け
た
。

　
管
理
運
営
契
約
期
間
後
、
大
規
模
改

修
工
事
時
期
の
対
応
や
、
事
業
の
評
価

方
法
、
収
集
方
法
、
災
害
時
ご
み
の
対

応
な
ど
今
後
の
市
の
運
営
な
ど
に
参
考

に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

石
川
県
小
松
市

「
日
本
遺
産
認
定
後
の
取
り
組
み
と
活
用
」

　
平
成
28
年
４
月
「
珠
玉
と
歩
む
物
語
」

小
松
で
石
の
文
化
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、

日
本
遺
産
認
定
を
受
け
活
動
中
。
平
成
29

年
「
こ
ま
つ
珠
玉
と
石
の
文
化
」
10
年
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
基
本
理
念･

計
画
に

沿
っ
た
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
。
石

の
文
化
を
保
護
・
継
承
す
る
条
例
の
施
行

な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
実
際
に
市
へ
の
入
込
客
数
の
増
加

な
ど
実
績
も
出
て
い
る
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
日
本
遺
産
認
定
後

の
取
り
組
み
を
早
め
に
行
い
、
構
成
文
化

財
な
ど
の
広
報
に
努
め
活
性
化
に
つ
な
げ

た
い
。

輪
島
市

「
誰
も
が
住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
〜
公
民
館

が
地
域
と
学
校
を
コ―

デ
ィ
ネ
ー
ト
〜
」

　
地
域
の
公
民
館
が
中
心
と
な
り
、
地
域

ぐ
る
み
の
学
校
支
援
推
進
事
業
の
一
つ
の

活
動
と
し
て
、
小
４
〜
小
６
年
生
を
対
象

と
し
た
公
民
館
体
験
合
宿
を
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
は
地
域
協
育
推
進
要
綱
を
策

定
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
達
を
見

守
り
育
む
体
制
を
作
っ
て
い
る
。

　
地
域
に
よ
る
学
校
へ
の
関
わ
り
方
の
具

体
的
な
取
り
組
み
例
と
し
て
参
考
と
な
る
。

い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
も
生
じ
て
き
て
い
る

と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の

必
要
性
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

富
山
県
南
砺
市

「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
の
取
り
組
み
」

　
平
成
16
年
合
併
に
よ
り
南
砺
市
が
誕
生

し
た
と
き
、
合
併
前
の
自
治
体
が
参
加
し

行
わ
れ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
（
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
主
催
）
の
取

り
組
み
を
、
新
市
の
一
体
感
を
よ
り
早
く

育
む
た
め
に
継
続
実
施
。
年
１
回
実
施
さ

れ
る
日
に
あ
わ
せ
実
行
委
員
会
を
組
織
。

開
催
１
ヶ
月
前
か
ら
広
報
等
を
活
用
し
、

全
市
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
活
動
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
数
年
の
参
加
率
は
市
民
の

50
％
程
度
で
推
移
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
地
域
間
で
取
り
組
み
に
向
け
温
度
差
が

あ
る
な
ど
、
運
営
上
難
し
い
面
も
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
多

く
の
市
民
が
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

市
全
体
が
取
り
組
む
こ
と
は
、
活
動
方
法

と
し
て
参
考
に
な
る
。

石川県小松市

野
洲
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

いもう

広報研修　　立　山　大 二 朗

　　　　　昨今は様々な自治体でも議会広報紙のリニ
ューアルが進んでいます。山鹿市議会としても議会広
報紙（やまが市議会だより）の改善に向け、議会広報
委員会メンバーで研修を受講してまいりました。
　全国的なリニューアルの動きとしては
⑴　思い切った紙面の刷新。議会で新しい波が起きて
　いる
⑵　定例会情報の編集。争点を抽出（選択と集中）で
　分かりやすく
⑶　広報活動の拡大。議会報告会・懇談会等を絡める
⑷　広報への住民参加。意見交換・コメント・インタ
　ビュー等
⑸　若い世代とのコラボレーション。表紙・広報の改
　善・政策作り等
⑹　情報公開の拡大。資料・政務活動費・会議出欠状
　況等
⑺　電子広報の拡充。スマートフォンやタブレット端
　末への対応・動画配信等
　以上の7点が挙げられるようです。そこで講師から
先進的な取り組みの紹介と解説が行われました。
　
　また市民の皆様とのより良い関係を築くためのアプ
ローチとして、
⑴　議事公開の広報により、説明責任を果たす
⑵　議会と行政の争点を示し、地域課題を共有する
⑶　議会活動への理解と関心を高める

⑷　住民参加の多様な機会と仕組みを作る
⑸　進んで手に取り、読みたくなる議会だより
⑹　子育て世代、若年世代も共感できる広報へ
　以上6点について集中して学んでまいりました。ほ
かにも、デザインの観点からの読みやすいレイアウト
などについても理解を深めたところです。
　　更に講師から「やまが市議会だより」についての講
評があり、表紙の工夫（高校や小中学校から提供して
いただいた写真の使用、タイトル）、また見出しの分
かりやすさ、議会報告会についての検証の分かりやす
さなどについて評価していただきました。一方で文中
の写真の工夫、特集の充実、市民参画についてのご指
摘もいただきました。議会広報委員会としては今回の
研修で得た学びや講師からご指摘いただいた点などを
検討し、よりよい紙面作りに反映させてまいります。
これからの「やまが市議会だより」にご期待ください。

何をどう変えていくか何をどう変えていくか

議会
広報の

リニュー
アル

議会
広報の

リニュー
アル

議会
広報の

リニュー
アル

7/24㊋

広報研修風景

や 

す

な
ん
と
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議会の主な動き
1日
2日
3日
11日
17日

22日
24日
31日

1日
4日
6日
9日

13日
15日
20日
23日

27日
30日
31日

2日
5日

6日
7日
8日
10日
11日

13日
14日
20日
21日

26日
27日
28日

（日）
（月）
（火）
（水）
（火）

（日）
（火）
（火）

（水）
（土）
（月）
（火）

（月）
（水）
（月）
（木）

（月）
（木）
（金）

（日）
（水）

（木）
（金）
（土）
（月）
（火）

（木）
（金）
（木）
（金）

（水）
（木）
（金）

川辺地域コミュニティセンター落成式
矢谷渓谷キャンプ場オープンセレモニー
議会運営委員会・広報委員会
広報委員会
全員協議会
山鹿市議会防衛議員連盟総会
山鹿市消防団操法大会
広報委員会研修会
百歳到達者表敬訪問

市民福祉常任委員会行政視察（～3日）
菊鹿戦没者追悼式
総務文教常任委員会行政視察（～8日）
「平和を祈念する日」式典
建設経済常任委員会行政視察（～11日）
かもと招魂祭式典
山鹿灯籠まつり（～16日）
熊本県市議会議員研修会
議会運営委員会
知事との意見交換会
岡山県高梁市豪雨災害見舞い
９月定例会開会・全員協議会
百歳到達者表敬訪問

第31回熊本県消防操法大会（山鹿）
質疑・一般質問
広報委員会
質疑・一般質問･委員会付託
建設経済常任委員会
山鹿市敬老表彰式典
市民福祉常任委員会
総務文教常任委員会
山鹿市中体連陸上競技大会
議会運営委員会
９月定例会閉会･全員協議会
議会報告会（鹿北）
百歳到達者表敬訪問
議会報告会（菊鹿）
議会報告会（鹿本）
議会報告会（鹿央）
議会報告会（山鹿）

7月5日
7月6日
7月17日
7月18日
7月30日
8月17日
8月21日

熊本県菊陽町
宮崎県西都市
茨城県鉾田市
青森県三沢市
兵庫県加西市
鹿児島県曽於市
兵庫県豊岡市

編

集
後
記

7
月

8
月

9
月

行政
視察

ようこそ山鹿市へ
空家バンク制度
新庁舎建設
山鹿ブランド戦略推進事業
認知症対策
認知症対策
創業･開業支援、空き店舗対策事業
認知症対策

広
報
委
員

　芋
生

　よ
し
や
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審議した議案と結果／討論／広報研修報告 ……１２
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友好都市の豪雨被害見舞う

い
も
う

　酷
暑
と
豪
雨
、
台
風
、
地
震
。

　次
々
と
厳
し
い
自
然
災
害
が
襲
う
夏
で
し
た
。
ど

こ
の
ま
ち
で
も
、
「
想
定
外
」
で
済
ま
さ
れ
な
い
。

対
策
を
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
今
一
度
結
び

な
お
す
時
が
、
来
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　私
た
ち
は
、
議
会
広
報
を
通
じ
て
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
。

そ
う
い
っ
た
思
い
で
こ
れ
か
ら

も
、
伝
わ
る
、
つ
な
が
る
紙
面

づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

※上記内容は予定表ですので、日程等に変更が生じる場合があります。

平成30年第4回　12月定例会のご案内
会 期 日 程 予 定 表

11月29日　開会　本会議　提案理由説明
12月 5 日　　　　本会議　質疑・一般質問
12月 6 日　　　　本会議　質疑・一般質問、委員会付託
12月 7 日　　　　委員会　
12月10日　　　　委員会 
12月11日　　　　委員会 
12月14日　閉会　本会議　委員長報告､討論､採決、閉会

　私たち政治家は、選挙区内の人への年賀状等
｢時候のあいさつ」に制限があります。

　正直なところ議会傍聴とは、
数字ばっかり、難しい語句ば
かり……と思っていました。
でも、議員さん方は市民の方
が困っていることなどをどう
にかして解決できないかと、
執行部の方達にたくさん掛け
合いをされていました。山鹿
をもっと良くしよう、そして
市民の方々の声を届けようと
されている議員さん方の姿を
見て、人の役に立つという事
はどういう事なのかを気づか
せてもらった議会傍聴でした。

　今回、初めて議会傍聴をし
ました。議会、委員会をいく
つか傍聴し、山鹿市の現状に
ついて知ると同時に、議員の
みなさんの山鹿市に対する想
いも伝わってきました。多か
ったのは、小中学校に通う子
供たちについての意見です。
スクールソーシャルワーカー
の設置や人権の問題など、不
登校の生徒が増えている現代
社会において子供たちが住み
やすい環境を作ることを重視
した内容でした。議会傍聴を
通して、山鹿市だけでなく、
日本の社会問題についても身
近に考え、触れることができ
ました。

古田とわさん
（熊本県立大学）

小林優里さん
（熊本学園大学）

　平成30年7月豪雨で甚大な被害を
受けた友好都市である岡山県高梁市
を支援するため、8月27日に、議長
と議会事務局長が高梁市議会を訪問
し、市議会から見舞金をお届けしました。
　被害に遭われた皆様に対し、心よりお見舞いを申し上げ
ます。

議会を傍聴して議会を傍聴して

議会傍聴

お待ちして
います。
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